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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　第一符号を復号して、複数次の線形予測係数に変換可能な係数に対応する第一の復号値

を得る第一復号部と、

　 (A)前記複数次の線形予測係数に変換可能な係数の第一の復号値に対応するスペクトル

包絡の山谷の大きさに対応する指標Ｑが所定の閾値Th1以上である場合、および／または

、 (B)前記スペクトル包絡の山谷の小ささに対応する指標Ｑ＇が所定の閾値Th1＇以下であ

る場合、第二符号を復号して複数次の第二の復号値を得る第二復号部と、

　 (A)前記複数次の線形予測係数に変換可能な係数の第一の復号値に対応するスペクトル

包絡の山谷の大きさに対応する指標Ｑが所定の閾値Th1以上である場合、および／または

、 (B)前記スペクトル包絡の山谷の小ささに対応する指標Ｑ＇が所定の閾値Th1＇以下であ

る場合、各次の前記第一の復号値と前記第二の復号値とを加算して、複数次の線形予測係

数に変換可能な係数に対応する第三の復号値を得る加算部とを含み、

　前記第二の復号値の次数は、前記第一の復号値の次数より低次であり、

　前記加算部は、前記第二の復号値の次数よりも高次については、各次の前記第一の復号

値をそのまま第三の復号値とする、

　復号装置。

【請求項２】

　第一符号を復号して、複数次の線形予測係数に変換可能な係数に対応する第一の復号値

を得る第一復号部と、

10

20



(2) JP  6668532  B2  2020.3.18

　 (A)前 記 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル

包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は

、 (B)前 記 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ

る 場 合 、 第 二 符 号 を 復 号 し て 複 数 次 の 第 二 の 復 号 値 を 得 る 第 二 復 号 部 と 、

　 (A)前 記 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル

包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は

、 (B)前 記 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ

る 場 合 、 各 次 の 前 記 第 一 の 復 号 値 と 前 記 第 二 の 復 号 値 と を 加 算 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係

数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 三 の 復 号 値 を 得 る 加 算 部 と を 含 み 、

　 前 記 第 二 復 号 部 は 、 (A-2)前 記 指 標 Ｑ が 大 き い ほ ど 、 お よ び ／ ま た は 、 (B-2)前 記 指 標 Ｑ

＇ が 小 さ い ほ ど 、 多 く の ビ ッ ト 数 を 有 す る 前 記 第 二 符 号 を 復 号 し て 、 多 く の 復 号 値 の 候 補

か ら 前 記 第 二 の 復 号 値 を 得 る 、

　 復 号 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 第 一 符 号 を 復 号 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 一 の 復 号 値

を 得 る 第 一 復 号 部 と 、

　 (A)前 記 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル

包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は

、 (B)前 記 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ

る 場 合 、 第 二 符 号 を 復 号 し て 複 数 次 の 第 二 の 復 号 値 を 得 る 第 二 復 号 部 と 、

　 (A)前 記 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル

包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は

、 (B)前 記 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ

る 場 合 、 各 次 の 前 記 第 一 の 復 号 値 と 前 記 第 二 の 復 号 値 と を 加 算 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係

数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 三 の 復 号 値 を 得 る 加 算 部 と を 含 み 、

　 前 記 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 は 、 線 ス ペ ク ト ル 対 の パ ラ メ ー タ で あ り 、

　 前 記 指 標 Ｑ ＇ は 、 前 記 第 一 符 号 に 対 応 す る 全 次 ま た は 低 次 の 第 一 の 復 号 値 の 隣 り 合 う 次

数 の 復 号 値 の 差 分 と 、 最 低 次 の 量 子 化 済 み の 線 ス ペ ク ト ル 対 の パ ラ メ ー タ と 、 の う ち の 最

小 値 で あ る 、

　 復 号 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 第 一 符 号 を 復 号 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 一 の 復 号 値

を 得 る 第 一 復 号 ス テ ッ プ と 、

　 (A)前 記 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル

包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は

、 (B)前 記 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ

る 場 合 、 第 二 符 号 を 復 号 し て 複 数 次 の 第 二 の 復 号 値 を 得 る 第 二 復 号 ス テ ッ プ と 、

　 (A)前 記 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル

包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は

、 (B)前 記 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ

る 場 合 、 各 次 の 前 記 第 一 の 復 号 値 と 前 記 第 二 の 復 号 値 と を 加 算 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係

数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 三 の 復 号 値 を 得 る 加 算 ス テ ッ プ と を 含 み 、

　 前 記 第 二 の 復 号 値 の 次 数 は 、 前 記 第 一 の 復 号 値 の 次 数 よ り 低 次 で あ り 、

　 前 記 加 算 ス テ ッ プ は 、 前 記 第 二 の 復 号 値 の 次 数 よ り も 高 次 に つ い て は 、 各 次 の 前 記 第 一

の 復 号 値 を そ の ま ま 第 三 の 復 号 値 と す る 、

　 復 号 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 第 一 符 号 を 復 号 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 一 の 復 号 値

を 得 る 第 一 復 号 ス テ ッ プ と 、

　 (A)前 記 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル
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包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は

、 (B)前 記 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ

る 場 合 、 第 二 符 号 を 復 号 し て 複 数 次 の 第 二 の 復 号 値 を 得 る 第 二 復 号 ス テ ッ プ と 、

　 (A)前 記 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル

包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は

、 (B)前 記 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ

る 場 合 、 各 次 の 前 記 第 一 の 復 号 値 と 前 記 第 二 の 復 号 値 と を 加 算 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係

数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 三 の 復 号 値 を 得 る 加 算 ス テ ッ プ と を 含 み 、

　 前 記 第 二 復 号 ス テ ッ プ は 、 (A-2)前 記 指 標 Ｑ が 大 き い ほ ど 、 お よ び ／ ま た は 、 (B-2)前 記

指 標 Ｑ ＇ が 小 さ い ほ ど 、 多 く の ビ ッ ト 数 を 有 す る 前 記 第 二 符 号 を 復 号 し て 、 多 く の 復 号 値

の 候 補 か ら 前 記 第 二 の 復 号 値 を 得 る 、

　 復 号 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 第 一 符 号 を 復 号 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 一 の 復 号 値

を 得 る 第 一 復 号 ス テ ッ プ と 、

　 (A)前 記 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル

包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は

、 (B)前 記 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ

る 場 合 、 第 二 符 号 を 復 号 し て 複 数 次 の 第 二 の 復 号 値 を 得 る 第 二 復 号 ス テ ッ プ と 、

　 (A)前 記 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル

包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は

、 (B)前 記 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ

る 場 合 、 各 次 の 前 記 第 一 の 復 号 値 と 前 記 第 二 の 復 号 値 と を 加 算 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係

数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 三 の 復 号 値 を 得 る 加 算 ス テ ッ プ と を 含 み 、

　 前 記 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 は 、 線 ス ペ ク ト ル 対 の パ ラ メ ー タ で あ り 、

　 前 記 指 標 Ｑ ＇ は 、 前 記 第 一 符 号 に 対 応 す る 全 次 ま た は 低 次 の 第 一 の 復 号 値 の 隣 り 合 う 次

数 の 復 号 値 の 差 分 と 、 最 低 次 の 量 子 化 済 み の 線 ス ペ ク ト ル 対 の パ ラ メ ー タ と 、 の う ち の 最

小 値 で あ る 、

　 復 号 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 ４ か ら 請 求 項 ６ の 何 れ か の 復 号 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の プ ロ グ ラ

ム 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 ４ か ら 請 求 項 ６ の 何 れ か の 復 号 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の プ ロ グ ラ

ム を 記 録 し た コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 線 形 予 測 係 数 や こ れ に 変 換 可 能 な 係 数 の 符 号 化 技 術 及 び 復 号 技 術 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 音 声 や 音 楽 な ど の 音 響 信 号 の 符 号 化 で は 、 入 力 音 響 信 号 を 線 形 予 測 分 析 し て 得 た 線 形 予

測 係 数 を 用 い て 符 号 化 す る 手 法 が 広 く 用 い ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 符 号 化 処 理 で 用 い た 線 形 予 測 係 数 の 情 報 を 復 号 装 置 側 で 復 号 で き る よ う に 、 符 号 化 装 置

は 、 線 形 予 測 係 数 を 符 号 化 し 、 線 形 予 測 係 数 に 対 応 す る 符 号 を 復 号 装 置 に 送 る 。 非 特 許 文

献 １ で は 、 符 号 化 装 置 は 、 線 形 予 測 係 数 を 線 形 予 測 係 数 と 等 価 な 周 波 数 領 域 の パ ラ メ ー タ

で あ る LSP(Line Spectrum Pair)パ ラ メ ー タ の 列 に 変 換 し 、 LSPパ ラ メ ー タ の 列 を 符 号 化 し

て 得 た LSP符 号 を 復 号 装 置 へ 送 る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 従 来 の 線 形 予 測 係 数 の 符 号 化 装 置 及 び 復 号 装 置 を 備 え る 音 響 信 号 の 符 号 化 装 置 ６ ０ 及 び

復 号 装 置 ７ ０ の 概 略 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

＜ 従 来 の 符 号 化 装 置 ６ ０ ＞

　 従 来 の 符 号 化 装 置 ６ ０ の 構 成 を 図 １ に 示 す 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 符 号 化 装 置 ６ ０ は 、 線 形 予 測 分 析 部 ６ １ 、 Ｌ Ｓ Ｐ 計 算 部 ６ ２ 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 ６ ３ 、 係

数 変 換 部 ６ ４ 、 線 形 予 測 分 析 フ ィ ル タ 部 ６ ５ 、 残 差 符 号 化 部 ６ ６ を 含 む 。 こ の う ち 、 LSP

パ ラ メ ー タ を 受 け 取 り 、 LSPパ ラ メ ー タ を 符 号 化 し て 、 LSP符 号 を 出 力 す る Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部

６ ３ が 、 線 形 予 測 係 数 の 符 号 化 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 符 号 化 装 置 ６ ０ に は 、 所 定 の 時 間 区 間 で あ る フ レ ー ム 単 位 の 入 力 音 響 信 号 が 連 続 し て 入

力 さ れ 、 フ レ ー ム ご と に 以 下 の 処 理 が 行 わ れ る 。 以 下 で は 、 現 在 の 処 理 対 象 の 入 力 音 響 信

号 が f番 目 の フ レ ー ム で あ る と し て 、 各 部 の 具 体 処 理 を 説 明 す る 。 f番 目 の フ レ ー ム の 入 力

音 響 信 号 を X f と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

＜ 線 形 予 測 分 析 部 ６ １ ＞

　 線 形 予 測 分 析 部 ６ １ は 、 入 力 音 響 信 号 X f を 受 け 取 り 、 入 力 音 響 信 号 X f を 線 形 予 測 分 析 し

て 、 線 形 予 測 係 数 a f [1],a f [2],… ,a f [p](pは 予 測 次 数 )を 求 め て 出 力 す る 。 こ こ で 、 a f [i]

は f番 目 の フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 X f を 線 形 予 測 分 析 し て 得 ら れ る i次 の 線 形 予 測 係 数 を 表

す 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

＜ LSP計 算 部 ６ ２ ＞

　 LSP計 算 部 ６ ２ は 、 線 形 予 測 係 数 a f [1],a f [2],… ,a f [p]を 受 け 取 り 、 線 形 予 測 係 数 a f [1]

,a f [2],… ,a f [p]か ら LSP(Line Spectrum Pairs)パ ラ メ ー タ θ f [1],θ f [2],… ,θ f [p]を 求

め て 出 力 す る 。 こ こ で 、 θ f [i]は f番 目 の フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 X f に 対 応 す る i次 の LSP

パ ラ メ ー タ で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

＜ LSP符 号 化 部 ６ ３ ＞

　 LSP符 号 化 部 ６ ３ は 、 LSPパ ラ メ ー タ θ f [1],θ f [2],… ,θ f [p]を 受 け 取 り 、 LSPパ ラ メ ー

タ θ f [1],θ f [2],… ,θ f [p]を 符 号 化 し て 、 LSP符 号 CL f と 、 LSP符 号 に 対 応 す る 量 子 化 LSP

パ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]と 、 を 得 て 出 力 す る 。 な お 、 量 子 化 LSPパ ラ メ ー

タ は 、 LSPパ ラ メ ー タ を 量 子 化 し た も の で あ る 。 非 特 許 文 献 １ で は 、 LSPパ ラ メ ー タ θ f [1]

,θ f [2],… ,θ f [p]の 過 去 の フ レ ー ム か ら の 重 み 付 き 差 分 ベ ク ト ル を 求 め 、 重 み 付 き 差 分

ベ ク ト ル を 低 次 側 と 高 次 側 の ２ つ の サ ブ ベ ク ト ル に 分 け 、 各 サ ブ ベ ク ト ル が ２ つ の 符 号 帳

か ら の サ ブ ベ ク ト ル の 和 と な る よ う に 符 号 化 す る 方 法 で 符 号 化 し て い る が 、 符 号 化 方 法 に

は 様 々 な 従 来 技 術 が あ る 。 し た が っ て 、 LSPパ ラ メ ー タ の 符 号 化 に は 、 非 特 許 文 献 １ に 記

載 さ れ た 方 法 、 多 段 で ベ ク ト ル 量 子 化 す る 方 法 、 ス カ ラ 量 子 化 す る 方 法 、 こ れ ら を 組 み 合

わ せ た 方 法 、 な ど の 様 々 な 周 知 の 符 号 化 方 法 が 採 用 さ れ る こ と が あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

＜ 係 数 変 換 部 ６ ４ ＞

　 係 数 変 換 部 ６ ４ は 、 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]を 受 け 取 り 、 量

子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]か ら 線 形 予 測 係 数 を 求 め て 出 力 す る 。 な

お 、 出 力 さ れ た 線 形 予 測 係 数 は 量 子 化 済 み の LSPパ ラ メ ー タ に 対 応 す る も の で あ る た め 、

量 子 化 線 形 予 測 係 数 と 呼 ぶ 。 こ こ で 、 量 子 化 線 形 予 測 係 数 を ^a f [1],^a f [2],… ,^a f [p]と

す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

＜ 線 形 予 測 分 析 フ ィ ル タ 部 ６ ５ ＞

　 線 形 予 測 分 析 フ ィ ル タ 部 ６ ５ は 、 入 力 音 響 信 号 X f と 量 子 化 線 形 予 測 係 数 ^a f [1],^a f [2],

… ,^a f [p]を 受 け 取 り 、 入 力 音 響 信 号 X f の 量 子 化 線 形 予 測 係 数 ^a f [1],^a f [2],… ,^a f [p]に
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よ る 線 形 予 測 残 差 で あ る 線 形 予 測 残 差 信 号 を 得 て 出 力 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

＜ 残 差 符 号 化 部 ６ ６ ＞

　 残 差 符 号 化 部 ６ ６ は 、 線 形 予 測 残 差 信 号 を 受 け 取 り 、 線 形 予 測 残 差 信 号 を 符 号 化 し て 残

差 符 号 CR f を 得 て 出 力 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

＜ 従 来 の 復 号 装 置 ７ ０ ＞

　 従 来 の 復 号 装 置 ７ ０ の 構 成 を 図 ２ に 示 す 。 復 号 装 置 ７ ０ に は 、 フ レ ー ム 単 位 の LSP符 号 C

L f と 残 差 符 号 CR f が 入 力 さ れ 、 フ レ ー ム 単 位 で 復 号 処 理 を 行 っ て 復 号 音 響 信 号 ^X f を 得 る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 復 号 装 置 ７ ０ は 、 残 差 復 号 部 ７ １ 、 Ｌ Ｓ Ｐ 復 号 部 ７ ２ 、 係 数 変 換 部 ７ ３ 、 線 形 予 測 合 成

フ ィ ル タ 部 ７ ４ を 含 む 。 こ の う ち 、 LSP符 号 を 受 け 取 り 、 LSP符 号 を 復 号 し て 、 復 号 LSPパ

ラ メ ー タ を 得 て 出 力 す る Ｌ Ｓ Ｐ 復 号 部 ７ ２ が 、 線 形 予 測 係 数 の 復 号 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 下 で は 、 現 在 の 復 号 処 理 対 象 の LSP符 号 と 残 差 符 号 の そ れ ぞ れ が f番 目 の フ レ ー ム に 対

応 す る LSP符 号 CL f と 残 差 符 号 CR f で あ る と し て 、 各 部 の 具 体 処 理 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

＜ 残 差 復 号 部 ７ １ ＞

　 残 差 復 号 部 ７ １ は 、 残 差 符 号 CR f を 受 け 取 り 、 残 差 符 号 CR f を 復 号 し て 復 号 線 形 予 測 残 差

信 号 を 得 て 出 力 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

＜ LSP復 号 部 ７ ２ ＞

　 LSP復 号 部 ７ ２ は 、 LSP符 号 CL f を 受 け 取 り 、 LSP符 号 CL f を 復 号 し て 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^

θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]を 得 て 出 力 す る 。 符 号 化 装 置 ６ ０ が 出 力 し た LSP符 号 CL f が 誤

り な く 復 号 装 置 ７ ０ に 入 力 さ れ て い れ ば 、 LSP復 号 部 ７ ２ で 得 ら れ る 復 号 LSPパ ラ メ ー タ は

、 符 号 化 装 置 ６ ０ の Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 ６ ３ で 得 ら れ た 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ と 同 じ に な る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

＜ 係 数 変 換 部 ７ ３ ＞

　 係 数 変 換 部 ７ ３ は 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]を 受 け 取 り 、 復 号 L

SPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]を 線 形 予 測 係 数 に 変 換 し て 出 力 す る 。 出 力 さ れ

た 線 形 予 測 係 数 は 復 号 に よ り 得 ら れ た LSPパ ラ メ ー タ に 対 応 す る も の で あ る た め 、 復 号 線

形 予 測 係 数 と 呼 び ^a f [1],^a f [2],… ,^a f [p]と 表 す 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

＜ 線 形 予 測 合 成 フ ィ ル タ 部 ７ ４ ＞

　 線 形 予 測 合 成 フ ィ ル タ 部 ７ ４ は 、 復 号 線 形 予 測 係 数 ^a f [1],^a f [2],… ,^a f [p]と 復 号 線

形 予 測 残 差 信 号 と を 受 け 取 り 、 復 号 線 形 予 測 残 差 信 号 に 対 し て 復 号 線 形 予 測 係 数 ^a f [1],^

a f [2],… ,^a f [p]に よ る 線 形 予 測 合 成 を 行 っ て 復 号 音 響 信 号 ^X f を 生 成 し て 出 力 す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ２ １ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 "ITU-T Recom mendation G.729", ITU, 1996

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 従 来 技 術 で は 、 す べ て の フ レ ー ム で 同 じ 符 号 化 方 法 で LSPパ ラ メ ー タ を 符 号 化 し て い る

。 そ の た め 、 ス ペ ク ト ル 変 動 が 大 き い 場 合 に は 、 ス ペ ク ト ル 変 動 が 小 さ い 場 合 ほ ど 精 度 良

く 符 号 化 で き な い と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 は 、 全 体 と し て 符 号 量 の 増 大 を 抑 え つ つ 、 ス ペ ク ト ル の 変 動 が 大 き い フ レ ー ム に

つ い て も 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 を 精 度 良 く 符 号 化 及 び 復 号 す る 技 術 を 提 供 す る こ
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と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 復 号 装 置 は 、 第 一 符 号 を 復 号

し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 一 の 復 号 値 を 得 る 第 一 復 号 部

と 、 (A)複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル 包

絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 (

B)ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ る 場 合

、 第 二 符 号 を 復 号 し て 複 数 次 の 第 二 の 復 号 値 を 得 る 第 二 復 号 部 と 、 (A)複 数 次 の 線 形 予 測

係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す

る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 (B)ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の

小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ る 場 合 、 各 次 の 第 一 の 復 号 値 と 第

二 の 復 号 値 と を 加 算 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 三 の 復 号

値 を 得 る 加 算 部 と を 含 み 、 第 二 の 復 号 値 の 次 数 は 、 第 一 の 復 号 値 の 次 数 よ り 低 次 で あ り 、

加 算 部 は 、 第 二 の 復 号 値 の 次 数 よ り も 高 次 に つ い て は 、 各 次 の 第 一 の 復 号 値 を そ の ま ま 第

三 の 復 号 値 と す る 。

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 復 号 装 置 は 、 第 一 符 号 を 復

号 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 一 の 復 号 値 を 得 る 第 一 復 号

部 と 、 (A)複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル

包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は

、 (B)ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ る 場

合 、 第 二 符 号 を 復 号 し て 複 数 次 の 第 二 の 復 号 値 を 得 る 第 二 復 号 部 と 、 (A)複 数 次 の 線 形 予

測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応

す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 (B)ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷

の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ る 場 合 、 各 次 の 第 一 の 復 号 値 と

第 二 の 復 号 値 と を 加 算 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 三 の 復

号 値 を 得 る 加 算 部 と を 含 み 、 第 二 復 号 部 は 、 (A-2)指 標 Ｑ が 大 き い ほ ど 、 お よ び ／ ま た は

、 (B-2)指 標 Ｑ ＇ が 小 さ い ほ ど 、 多 く の ビ ッ ト 数 を 有 す る 第 二 符 号 を 復 号 し て 、 多 く の 復

号 値 の 候 補 か ら 第 二 の 復 号 値 を 得 る 。

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 復 号 装 置 は 、 第 一 符 号 を 復

号 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 一 の 復 号 値 を 得 る 第 一 復 号

部 と 、 (A)複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル

包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は

、 (B)ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ る 場

合 、 第 二 符 号 を 復 号 し て 複 数 次 の 第 二 の 復 号 値 を 得 る 第 二 復 号 部 と 、 (A)複 数 次 の 線 形 予

測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応

す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 (B)ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷

の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ る 場 合 、 各 次 の 第 一 の 復 号 値 と

第 二 の 復 号 値 と を 加 算 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 三 の 復

号 値 を 得 る 加 算 部 と を 含 み 、 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 は 、 線 ス ペ ク ト ル 対 の パ ラ メ

ー タ で あ り 、 指 標 Ｑ ＇ は 、 第 一 符 号 に 対 応 す る 全 次 ま た は 低 次 の 第 一 の 復 号 値 の 隣 り 合 う

次 数 の 復 号 値 の 差 分 と 、 最 低 次 の 量 子 化 済 み の 線 ス ペ ク ト ル 対 の パ ラ メ ー タ と 、 の う ち の

最 小 値 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 復 号 方 法 は 、 第 一 符 号 を 復

号 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 一 の 復 号 値 を 得 る 第 一 復 号

ス テ ッ プ と 、 (A)複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ

ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／

ま た は 、 (B)ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で

あ る 場 合 、 第 二 符 号 を 復 号 し て 複 数 次 の 第 二 の 復 号 値 を 得 る 第 二 復 号 ス テ ッ プ と 、 (A)複
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数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の

大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 (B)ス ペ ク ト

ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ る 場 合 、 各 次 の 第

一 の 復 号 値 と 第 二 の 復 号 値 と を 加 算 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応

す る 第 三 の 復 号 値 を 得 る 加 算 ス テ ッ プ と を 含 み 、 第 二 の 復 号 値 の 次 数 は 、 第 一 の 復 号 値 の

次 数 よ り 低 次 で あ り 、 加 算 ス テ ッ プ は 、 第 二 の 復 号 値 の 次 数 よ り も 高 次 に つ い て は 、 各 次

の 第 一 の 復 号 値 を そ の ま ま 第 三 の 復 号 値 と す る 。

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 復 号 方 法 は 、 第 一 符 号 を 復

号 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 一 の 復 号 値 を 得 る 第 一 復 号

ス テ ッ プ と 、 (A)複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ

ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／

ま た は 、 (B)ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で

あ る 場 合 、 第 二 符 号 を 復 号 し て 複 数 次 の 第 二 の 復 号 値 を 得 る 第 二 復 号 ス テ ッ プ と 、 (A)複

数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の

大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 (B)ス ペ ク ト

ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ る 場 合 、 各 次 の 第

一 の 復 号 値 と 第 二 の 復 号 値 と を 加 算 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応

す る 第 三 の 復 号 値 を 得 る 加 算 ス テ ッ プ と を 含 み 、 第 二 復 号 ス テ ッ プ は 、 (A-2)指 標 Ｑ が 大

き い ほ ど 、 お よ び ／ ま た は 、 (B-2)指 標 Ｑ ＇ が 小 さ い ほ ど 、 多 く の ビ ッ ト 数 を 有 す る 第 二

符 号 を 復 号 し て 、 多 く の 復 号 値 の 候 補 か ら 第 二 の 復 号 値 を 得 る 。

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 復 号 方 法 は 、 第 一 符 号 を 復

号 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る 第 一 の 復 号 値 を 得 る 第 一 復 号

ス テ ッ プ と 、 (A)複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ

ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／

ま た は 、 (B)ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で

あ る 場 合 、 第 二 符 号 を 復 号 し て 複 数 次 の 第 二 の 復 号 値 を 得 る 第 二 復 号 ス テ ッ プ と 、 (A)複

数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 第 一 の 復 号 値 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の

大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 (B)ス ペ ク ト

ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ る 場 合 、 各 次 の 第

一 の 復 号 値 と 第 二 の 復 号 値 と を 加 算 し て 、 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応

す る 第 三 の 復 号 値 を 得 る 加 算 ス テ ッ プ と を 含 み 、 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 は 、 線 ス

ペ ク ト ル 対 の パ ラ メ ー タ で あ り 、 指 標 Ｑ ＇ は 、 第 一 符 号 に 対 応 す る 全 次 ま た は 低 次 の 第 一

の 復 号 値 の 隣 り 合 う 次 数 の 復 号 値 の 差 分 と 、 最 低 次 の 量 子 化 済 み の 線 ス ペ ク ト ル 対 の パ ラ

メ ー タ と 、 の う ち の 最 小 値 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 全 体 と し て 符 号 量 の 増 大 を 抑 え つ つ 、 ス ペ ク ト ル の 変 動 が 大 き い フ レ

ー ム に つ い て も 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 を 精 度 良 く 符 号 化 及 び 復 号 す る こ と が で き

る と い う 効 果 を 奏 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

【 図 １ 】 従 来 の 符 号 化 装 置 の 構 成 を 示 す 図 。

【 図 ２ 】 従 来 の 復 号 装 置 の 構 成 を 示 す 図 。

【 図 ３ 】 第 一 実 施 形 態 に 係 る 符 号 化 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ４ 】 第 一 実 施 形 態 に 係 る 符 号 化 装 置 の 処 理 フ ロ ー の 例 を 示 す 図 。

【 図 ５ 】 第 一 実 施 形 態 に 係 る 復 号 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ６ 】 第 一 実 施 形 態 に 係 る 復 号 装 置 の 処 理 フ ロ ー の 例 を 示 す 図 。

【 図 ７ 】 第 二 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ８ 】 第 二 、 第 三 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 の 処 理 フ ロ ー の 例 を 示 す 図 。

【 図 ９ 】 第 二 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 の 予 測 対 応 符 号 化 部 の 機 能 ブ ロ ッ ク
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図 。

【 図 １ ０ 】 第 二 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 復 号 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 １ １ 】 第 二 、 第 三 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 復 号 装 置 の 処 理 フ ロ ー の 例 を 示 す 図 。

【 図 １ ２ 】 第 二 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 復 号 装 置 の 予 測 対 応 復 号 部 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図

。

【 図 １ ３ 】 第 三 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 １ ４ 】 第 三 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 復 号 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に 用 い る 図 面 で は 、 同 じ

機 能 を 持 つ 構 成 部 や 同 じ 処 理 を 行 う ス テ ッ プ に は 同 一 の 符 号 を 記 し 、 重 複 説 明 を 省 略 す る

。 以 下 の 説 明 に お い て 、 テ キ ス ト 中 で 使 用 す る 記 号 「 ^」 、 「 」 、 「
－

」 等 は 、 本 来 直 後

の 文 字 の 真 上 に 記 載 さ れ る べ き も の で あ る が 、 テ キ ス ト 記 法 の 制 限 に よ り 、 当 該 文 字 の 直

前 に 記 載 す る 。 式 中 に お い て は こ れ ら の 記 号 は 本 来 の 位 置 に 記 述 し て い る 。 ま た 、 ベ ク ト

ル や 行 列 の 各 要 素 単 位 で 行 わ れ る 処 理 は 、 特 に 断 り が 無 い 限 り 、 そ の ベ ク ト ル や そ の 行 列

の 全 て の 要 素 に 対 し て 適 用 さ れ る も の と す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

＜ 第 一 実 施 形 態 ＞

　 以 下 、 従 来 と 異 な る 点 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

＜ 第 一 実 施 形 態 に 係 る 符 号 化 装 置 １ ０ ０ ＞

　 図 ３ は 第 一 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 の 符 号 化 装 置 １ ０ ０ を 備 え る 音 響 信 号 の 符 号 化

装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 を 、 図 ４ は そ の 処 理 フ ロ ー の 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 符 号 化 装 置 １ ０ ０ は 、 線 形 予 測 分 析 部 ６ １ と LSP計 算 部 ６ ２ と LSP符 号 化 部 ６ ３ と 係 数 変

換 部 ６ ４ と 線 形 予 測 分 析 フ ィ ル タ 部 ６ ５ と 残 差 符 号 化 部 ６ ６ と を 含 み 、 さ ら に 、 指 標 計 算

部 １ ０ ７ と 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ と 加 算 部 １ ０ ９ と を 含 む 。 こ の う ち 、 LSPパ ラ メ ー タ を 受

け 取 り 、 LSPパ ラ メ ー タ を 符 号 化 し て 、 LSP符 号 CL f と 補 正 LSP符 号 CL2 f を 出 力 す る 部 分 、 す

な わ ち 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 ６ ３ と 指 標 計 算 部 １ ０ ７ と 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ を 含 む 部 分 が 、 線

形 予 測 係 数 の 符 号 化 装 置 １ ５ ０ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 線 形 予 測 分 析 部 ６ １ と LSP計 算 部 ６ ２ と LSP符 号 化 部 ６ ３ と 係 数 変 換 部 ６ ４ と 線 形 予 測 分

析 フ ィ ル タ 部 ６ ５ と 残 差 符 号 化 部 ６ ６ と に お け る 処 理 は 、 従 来 技 術 で 説 明 し た 内 容 と 同 じ

で あ り 、 そ れ ぞ れ 図 ４ の ｓ ６ １ ～ ｓ ６ ６ に 対 応 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 符 号 化 装 置 １ ０ ０ は 、 音 響 信 号 X f を 受 け 取 り 、 LSP符 号 CL f 、 補 正 符 号 CL2 f 及 び 残 差 符 号

CR f を 得 る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

＜ 指 標 計 算 部 １ ０ ７ ＞

　 指 標 計 算 部 １ ０ ７ は 、 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]を 受 け 取 り 、

量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]を 用 い て 、 ス ペ ク ト ル の 変 動 の 大 き さ

に 対 応 す る 指 標 Ｑ 、 す な わ ち 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 Ｑ 、 お

よ び ／ ま た は 、 ス ペ ク ト ル の 変 動 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ 、 す な わ ち 、 ス ペ ク ト ル 包

絡 の 山 谷 が 大 き い ほ ど 小 さ く な る 指 標 Ｑ ＇ 、 を 算 出 す る （ ｓ １ ０ ７ ） 。 指 標 計 算 部 １ ０ ７

は 、 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は Ｑ ＇ の 大 き さ に 応 じ て 、 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ に 符 号 化 処 理 を 実

行 す る よ う に 、 ま た は 、 所 定 の ビ ッ ト 数 で 符 号 化 処 理 を 実 行 す る よ う に 制 御 信 号 Cを 出 力

す る 。 ま た 、 指 標 計 算 部 １ ０ ７ は 、 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は Ｑ ＇ の 大 き さ に 応 じ て 、 加 算 部

１ ０ ９ に 加 算 処 理 を 実 行 す る よ う に 制 御 信 号 Cを 出 力 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 ６ ３ の 量 子 化 誤 差 、 す な わ ち 、 LSPパ ラ メ ー タ θ f [1],
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θ f [2],… ,θ f [p]と 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]の 対 応 す る 次 数 ご

と の 差 分 値 に よ る 列 、 を 符 号 化 す る か 否 か を 、 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,

^θ f [p]か ら 算 出 さ れ る ス ペ ク ト ル の 変 動 の 大 き さ を 利 用 し て 決 定 す る 。 「 ス ペ ク ト ル の

変 動 の 大 き さ 」 は 、 「 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 大 き さ 」 、 ま た は 、 「 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包

絡 の 振 幅 の 凹 凸 の 変 化 の 大 き さ 」 と 言 い 換 え て も よ い 。 　

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 以 下 に 、 制 御 信 号 Cの 生 成 方 法 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 一 般 に 、 LSPパ ラ メ ー タ は 入 力 音 響 信 号 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 と 相 関 性 の あ る 周 波 数

領 域 の パ ラ メ ー タ 列 で あ り 、 LSPパ ラ メ ー タ の 各 値 は 入 力 音 響 信 号 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包

絡 の 極 値 の 周 波 数 位 置 と 相 関 す る 。 LSPパ ラ メ ー タ を θ [1],θ [2],… ,θ [p]と し た と き 、

θ [i]と θ [i+1]の 間 の 周 波 数 位 置 に パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 の 極 値 が 存 在 し 、 こ の 極 値 の 周

り の 接 線 の 傾 き が 急 峻 で あ る ほ ど θ [i]と θ [i+1]と の 間 隔 （ つ ま り 、 （ θ [i+1]-θ [i]）

の 値 ） が 小 さ く な る 。 す な わ ち 、 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 の 振 幅 の 凹 凸 が 急 峻 で あ る ほ ど 、

各 iに つ い て 、 θ [i]と θ [i+1]と の 間 隔 が 不 均 一 に な る 、 す な わ ち 、 LSPパ ラ メ ー タ の 間 隔

の 分 散 が 大 き く な る 。 逆 に 、 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 の 凹 凸 が ほ と ん ど な い 場 合 は 、 各 iに

つ い て 、 θ [i]と θ [i+1]と の 間 隔 が 均 等 間 隔 に 近 く な る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 よ っ て 、 LSPパ ラ メ ー タ の 間 隔 の 分 散 に 対 応 す る 指 標 が 大 き い こ と は 、 パ ワ ー ス ペ ク ト

ル 包 絡 の 振 幅 の 凹 凸 の 変 化 が 大 き い こ と を 意 味 す る 。 ま た 、 LSPパ ラ メ ー タ の 間 隔 の 最 小

値 に 対 応 す る 指 標 が 小 さ い こ と は 、 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 の 振 幅 の 凹 凸 の 変 化 が 大 き い こ

と を 意 味 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]は LSPパ ラ メ ー タ θ f [1],θ f [2],… ,

θ f [p]を 量 子 化 し て 得 ら れ た も の で あ り 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p

]は LSP符 号 が 符 号 化 装 置 か ら 復 号 装 置 に 誤 り な く 入 力 さ れ て い れ ば 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^

θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]と 同 じ で あ る の で 、 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],…

,^θ f [p]や 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]に つ い て も LSPパ ラ メ ー タ θ f [

1],θ f [2],… ,θ f [p]と 同 様 の 性 質 が 成 り 立 つ 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 そ の た め 、 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]の 間 隔 の 分 散 に 対 応 す る

値 を ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 Ｑ と し て 、 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^

θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]の 次 数 が 隣 接 す る （ 隣 り 合 う ） 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ の 差 分 （

^θ f [i+1]-^θ f [i]） の 最 小 値 を ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 大 き い ほ ど 小 さ く な る 指 標 Ｑ ＇

と し て 、 そ れ ぞ れ 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 Ｑ は 、 例 え ば 、 所 定 の 次 数 T（ T≦ p

） 以 下 の 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]の 間 隔 の 分 散 を 表 す 指 標 Ｑ 、

す な わ ち 、

【 数 １ 】

に よ り 計 算 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ま た 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 大 き い ほ ど 小 さ く な る 指 標 Ｑ ＇ は 、 例 え ば 、 所 定 の 次 数
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T（ T≦ p） 以 下 の 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]の 次 数 が 隣 接 す る 量 子

化 LSPパ ラ メ ー タ の 間 隔 の 最 小 値 を 表 す 指 標 Ｑ ＇ 、 す な わ ち 、

【 数 ２ 】

あ る い は 、 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]の 次 数 が 隣 接 す る 量 子 化 LSP

パ ラ メ ー タ の 間 隔 、 お よ び 、 最 低 次 の 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ の 値 、 の う ち の 最 小 値 を 表 す

指 標 Ｑ ＇ 、 す な わ ち 、

【 数 ３ 】

に よ り 計 算 す る 。 LSPパ ラ メ ー タ は ０ か ら π の 間 に 次 数 順 に 存 在 す る パ ラ メ ー タ で あ る の

で 、 こ の 式 の 最 低 次 の 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1]は 、 ^θ f [1]と ０ と の 間 隔 （ ^θ f [1]-

０ ） を 意 味 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 指 標 計 算 部 １ ０ ７ は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、 す な わ ち 、

上 記 の 例 で は (A-1)指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 (B-1)指 標

Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ る 場 合 、 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ お よ び 加 算 部 １ ０ ９ に 補 正

符 号 化 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cを 出 力 し 、 そ れ 以 外 の 場 合 に 、 補 正 符 号 化 部

１ ０ ８ お よ び 加 算 部 １ ０ ９ に 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cを 出 力 す

る 。 こ こ で 、 「 (A-1)の 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 (B-1)の 場 合 」 は 、 指 標 Ｑ だ け を 求 め て (A

-1)の 条 件 を み た す 場 合 、 指 標 Ｑ ＇ だ け を 求 め て (B-1)の 条 件 を み た す 場 合 、 指 標 Ｑ と 指 標

Ｑ ＇ の 両 方 を 求 め て (A-1)と (B-1)の 両 方 の 条 件 を み た す 場 合 、 の ３ つ の 場 合 を 含 む 表 現 で

あ る 。 も ち ろ ん 、 (A-1)の 条 件 を み た す か 否 か を 判 定 す る 場 合 で あ っ て も 指 標 Ｑ ＇ を 求 め

て も よ い し 、 (B-1)の 条 件 を み た す か 否 か を 判 定 す る 場 合 で あ っ て も 指 標 Ｑ を 求 め て も よ

い 。 以 下 の 記 載 中 の 「 お よ び ／ ま た は 」 に つ い て も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ま た 、 指 標 計 算 部 １ ０ ７ は 、 (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合 に 、 所 定 の ビ ッ ト 数 を 表

す 正 の 整 数 （ ま た は 正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 出 力 し 、 そ れ 以 外 の 場 合 に

、 ０ を 制 御 信 号 Cと し て 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 な お 、 加 算 部 １ ０ ９ に お い て 、 制 御 信 号 Cを 受 け 取 っ た と き に 加 算 処 理 を 実 行 し 、 補 正

符 号 化 部 １ ０ ８ に お い て 、 制 御 信 号 Cを 受 け 取 っ た と き に 、 符 号 化 処 理 を 実 行 す る 構 成 と

し て い る 場 合 に は 、 指 標 計 算 部 １ ０ ７ は 、 (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に 、 制 御

信 号 Cを 出 力 し な い 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

＜ 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ ＞

　 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ は 、 制 御 信 号 Cと 、 LSPパ ラ メ ー タ θ f [1],θ f [2],… ,θ f [p]と 、 量

子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]と を 受 け 取 る 。 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ は 、

補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の 整 数 （ ま た は 正 の 整 数 を 表 す 符

号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り

大 き い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合 に 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部

６ ３ の 量 子 化 誤 差 、 す な わ ち 、 LSPパ ラ メ ー タ θ f [1],θ f [2],… ,θ f [p]と 量 子 化 LSPパ ラ

メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]と の 各 次 の 差 分 で あ る θ f [1]-^θ f [1],θ f [2]-^θ f [2

],… ,θ f [p]-^θ f [p]を 符 号 化 し て 、 補 正 LSP符 号 CL2 f を 得 て （ ｓ １ ０ ８ ） 出 力 す る 。 ま た

、 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ は 、 補 正 LSP符 号 に 対 応 す る 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ diff f [1

],^θ diff f [2],… ,^θ diff f [p]を 得 て 出 力 す る 。 符 号 化 す る 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 周 知

の ベ ク ト ル 量 子 化 を 用 い れ ば よ い 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 例 え ば 、 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ は 、 図 示 し な い 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 に 記 憶 さ れ て い る 複 数
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の 候 補 補 正 ベ ク ト ル の 中 か ら 、 差 分 θ f [1]-^θ f [1],θ f [2]-^θ f [2],… ,θ f [p]-^θ f [p]

に 最 も 近 い 候 補 補 正 ベ ク ト ル を 探 索 し 、 そ の 候 補 補 正 ベ ク ト ル に 対 応 す る 補 正 ベ ク ト ル 符

号 を 補 正 LSP符 号 CL2 f と し 、 そ の 候 補 補 正 ベ ク ト ル を 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ diff f

[1],^θ diff f [2],… ,^θ diff f [p]と す る 。 な お 、 図 示 し な い 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 は 符 号 化

装 置 内 に 記 憶 さ れ て お り 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 に は 、 各 候 補 補 正 ベ ク ト ル と そ の 各 候 補 補

正 ベ ク ト ル に 対 応 す る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 と が 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 ０ を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た

場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き く な い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例

で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に 、 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ は 、 θ f [1]-^θ f [1],

θ f [2]-^θ f [2],… ,θ f [p]-^θ f [p]の 符 号 化 を 行 わ ず 、 補 正 LSP符 号 CL2 f 、 量 子 化 LSPパ ラ

メ ー タ 差 分 値 ^θ diff f [1],^θ diff f [2],… ,^θ diff f [p]を 出 力 し な い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

＜ 加 算 部 １ ０ ９ ＞

　 加 算 部 １ ０ ９ は 、 制 御 信 号 Cと 、 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]と を

受 け 取 る 。 さ ら に 、 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の 整 数 （ ま た

は 正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山

谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合

に 、 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ diff f [1],^θ diff f [2],… ,^θ diff f [p]も 受 け 取 る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 加 算 部 １ ０ ９ は 、 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の 整 数 （ ま た

は 正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山

谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合

に 、 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]と 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ d

iff f [1],^θ diff f [2],… ,^θ diff f [p]と を 加 算 し て （ ｓ １ ０ ９ ） 得 ら れ る ^θ f [1]+^θ dif

f f [1],^θ f [2]+^θ diff f [2],… ,^θ f [p]+^θ diff f [p]を 係 数 変 換 部 ６ ４ で 用 い る 量 子 化 LS

Pパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]と し て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 加 算 部 １ ０ ９ は 、 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 ０ を 制 御 信 号 C

と し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き く な い 場 合 、

す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に 、 受 け 取 っ た 量 子 化 LSPパ

ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]を そ の ま ま 係 数 変 換 部 ６ ４ に 出 力 す る 。 こ の た め 、

LSP符 号 化 部 ６ ３ が 出 力 し た 各 次 の 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]が そ

の ま ま 係 数 変 換 部 ６ ４ で 用 い る 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ と な る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

＜ 第 一 実 施 形 態 に 係 る 復 号 装 置 ２ ０ ０ ＞

　 以 下 、 従 来 と 異 な る 点 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 図 ５ は 第 一 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 の 復 号 装 置 ２ ０ ０ を 備 え る 音 響 信 号 の 復 号 装 置

の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 を 、 図 ６ は そ の 処 理 フ ロ ー の 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 復 号 装 置 ２ ０ ０ は 、 残 差 復 号 部 ７ １ と LSP復 号 部 ７ ２ と 係 数 変 換 部 ７ ３ と 線 形 予 測 合 成

フ ィ ル タ 部 ７ ４ と を 含 み 、 さ ら に 、 指 標 計 算 部 ２ ０ ５ と 補 正 復 号 部 ２ ０ ６ と 加 算 部 ２ ０ ７

と を 含 む 。 こ の う ち 、 LSP符 号 CL f と 補 正 LSP符 号 CL2 f を 受 け 取 り 、 LSP符 号 CL f と 補 正 LSP符

号 CL2 f を 復 号 し て 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ を 得 て 出 力 す る 部 分 、 す な わ ち 、 LSP復 号 部 ７ ２ と

指 標 計 算 部 ２ ０ ５ と 補 正 復 号 部 ２ ０ ６ と 加 算 部 ２ ０ ７ と を 含 む 部 分 が 、 線 形 予 測 係 数 の 復

号 装 置 ２ ５ ０ で あ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 復 号 装 置 ２ ０ ０ は 、 LSP符 号 CL f と 補 正 LSP符 号 CL2 f と 残 差 符 号 CR f と を 受 け 取 り 、 復 号 音

響 信 号 ^X f を 生 成 し て 出 力 す る 。
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＜ 指 標 計 算 部 ２ ０ ５ ＞

　 指 標 計 算 部 ２ ０ ５ は 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]を 受 け 取 り 、 復

号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]を 用 い て 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f

[2],… ,^θ f [p]に 対 応 す る ス ペ ク ト ル の 変 動 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ 、 す な わ ち 、 ス ペ

ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 Ｑ 、 お よ び ／ ま た は 、 ス ペ ク ト ル の 変 動 の

小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ 、 す な わ ち 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 大 き い ほ ど 小 さ く な る 指

標 Ｑ ＇ 、 を 算 出 す る （ ｓ ２ ０ ５ ） 。 指 標 計 算 部 ２ ０ ５ は 、 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は Ｑ ＇ の 大

き さ に 応 じ て 、 補 正 復 号 部 ２ ０ ６ に 復 号 処 理 を 実 行 す る よ う に 、 ま た は 、 所 定 の ビ ッ ト 数

で 復 号 処 理 を 実 行 す る よ う に 制 御 信 号 Cを 出 力 す る 。 ま た 、 指 標 計 算 部 ２ ０ ５ は 、 指 標 Ｑ

お よ び ／ ま た は Ｑ ＇ の 大 き さ に 応 じ て 、 加 算 部 ２ ０ ７ に 加 算 処 理 を 実 行 す る よ う に 制 御 信

号 Cを 出 力 す る 。 指 標 Ｑ 及 び Ｑ ＇ は 、 指 標 計 算 部 １ ０ ７ で 説 明 し た も の と 同 様 で あ り 、 量

子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]の 代 わ り に 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^

θ f [2],… ,^θ f [p]を 用 い て 、 同 様 の 方 法 で 計 算 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 指 標 計 算 部 ２ ０ ５ は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、 す な わ ち 、

上 記 の 例 で は (A-1)指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 (B-1)指 標

Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ 以 下 で あ る 場 合 、 補 正 復 号 部 ２ ０ ６ お よ び 加 算 部 ２ ０ ７ に 補 正 復

号 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cを 出 力 し 、 そ れ 以 外 の 場 合 に 、 補 正 復 号 部 ２ ０ ６

お よ び 加 算 部 ２ ０ ７ に 補 正 復 号 処 理 を 実 行 し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cを 出 力 す る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 ま た 、 指 標 計 算 部 ２ ０ ５ は 、 (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合 に 、 所 定 の ビ ッ ト 数 を 表

す 正 の 整 数 （ ま た は 正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 出 力 し 、 そ れ 以 外 の 場 合 に

、 ０ を 制 御 信 号 Cと し て 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 な お 、 加 算 部 ２ ０ ７ に お い て 、 制 御 信 号 Cを 受 け 取 っ た と き に 加 算 処 理 を 実 行 し 、 補 正

復 号 部 ２ ０ ６ に お い て 、 制 御 信 号 Cを 受 け 取 っ た と き に 、 復 号 処 理 を 実 行 す る 構 成 と し て

い る 場 合 に は 、 指 標 計 算 部 ２ ０ ５ は 、 (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に 、 制 御 信 号

Cを 出 力 し な い 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

＜ 補 正 復 号 部 ２ ０ ６ ＞

　 補 正 復 号 部 ２ ０ ６ は 、 補 正 LSP符 号 CL2 f と 制 御 信 号 Cと を 受 け 取 る 。 補 正 復 号 部 ２ ０ ６ は

、 補 正 復 号 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の 整 数 （ ま た は 正 の 整 数 を 表 す 符

号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り

大 き い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合 に 、 補 正 LSP符 号 CL2

f を 復 号 し て 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ diff f [1],^θ diff f [2],… ,^θ diff f [p]を 得 て

（ ｓ ２ ０ ６ ） 出 力 す る 。 復 号 す る 方 法 と し て は 、 符 号 化 装 置 １ ０ ０ の 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８

に お け る 符 号 化 方 法 に 対 応 す る 復 号 方 法 を 用 い る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 例 え ば 、 補 正 復 号 部 ２ ０ ６ は 、 図 示 し な い 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 に 記 憶 さ れ て い る 複 数 の

補 正 ベ ク ト ル 符 号 の 中 か ら 、 復 号 装 置 ２ ０ ０ に 入 力 さ れ た 補 正 LSP符 号 CL2 f に 対 応 す る 補

正 ベ ク ト ル 符 号 を 探 索 し 、 探 索 さ れ た 補 正 ベ ク ト ル 符 号 に 対 応 す る 候 補 補 正 ベ ク ト ル を 復

号 LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ diff f [1],^θ diff f [2],… ,^θ diff f [p]と し て 出 力 す る 。 な お

、 図 示 し な い 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 は 復 号 装 置 内 に 記 憶 さ れ て お り 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 に

は 、 各 候 補 補 正 ベ ク ト ル と そ の 各 候 補 補 正 ベ ク ト ル に 対 応 す る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 と が 記 憶

さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 補 正 復 号 処 理 を 実 行 し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 ０ を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場

合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き く な い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で

は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に 、 補 正 復 号 部 ２ ０ ６ は 、 補 正 LSP符 号 CL2 f の 復

号 を 行 わ ず 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ diff f [1],^θ diff f [2],… ,^θ diff f [p]を 出 力
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し な い 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

＜ 加 算 部 ２ ０ ７ ＞

　 加 算 部 ２ ０ ７ は 、 制 御 信 号 Cと 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]と を 受

け 取 る 。 さ ら に 、 補 正 復 号 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の 整 数 （ ま た は 正

の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1

],^θ f [2],… ,^θ f [p]に よ り 求 ま る ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、

す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合 に 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ

diff f [1],^θ diff f [2],… ,^θ diff f [p]も 受 け 取 る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 加 算 部 ２ ０ ７ は 、 補 正 復 号 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の 整 数 （ ま た は

正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f

[1],^θ f [2],… ,^θ f [p]に よ り 求 ま る ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合

、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合 に 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1]

,^θ f [2],… ,^θ f [p]と 復 号 LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ diff f [1],^θ diff f [2],… ,^θ diff f [

p]と を 加 算 し て （ ｓ ２ ０ ７ ） 得 ら れ る ^θ f [1]+^θ diff f [1],^θ f [2]+^θ diff f [2],… ,^θ

f [p]+^θ diff f [p]を 係 数 変 換 部 ７ ３ で 用 い る 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f

[p]と し て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 加 算 部 ２ ０ ７ は 、 補 正 復 号 処 理 を 実 行 し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 ０ を 制 御 信 号 Cと

し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]に よ り 求 ま

る ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き く な い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)

お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に 、 受 け 取 っ た 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^

θ f [p]を そ の ま ま 係 数 変 換 部 ７ ３ に 出 力 す る 。 こ の た め 、 LSP復 号 部 ７ ２ が 出 力 し た 各 次

の 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]が そ の ま ま 係 数 変 換 部 ７ ３ で 用 い る 復

号 LSPパ ラ メ ー タ と な る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

＜ 第 一 実 施 形 態 の 効 果 ＞

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 全 体 と し て 符 号 量 の 増 大 を 抑 え つ つ 、 ス ペ ク ト ル の 変 動 が 大 き

い フ レ ー ム に つ い て も 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 を 精 度 良 く 符 号 化 及 び 復 号 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

＜ 第 一 実 施 形 態 の 変 形 例 １ ＞

　 本 実 施 形 態 で は 、 LSPパ ラ メ ー タ に つ い て 記 載 し て い る が 、 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な

係 数 で あ れ ば 、 他 の 係 数 を 用 い て も よ い 。 PARCOR係 数 や 、 LSPパ ラ メ ー タ ま た は PARCOR係

数 を 変 形 し た 係 数 、 さ ら に は 、 線 形 予 測 係 数 自 体 を 対 象 と し て も よ い 。 こ れ ら 全 て の 係 数

は 、 音 声 符 号 化 の 技 術 分 野 で は 、 互 い に 変 換 可 能 な も の で あ り 、 何 れ の 係 数 を 用 い て も 第

一 実 施 形 態 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 な お 、 LSP符 号 CL f ま た は LSP符 号 CL f に 対 応 す る 符

号 を 第 一 符 号 と も い い 、 LSP符 号 化 部 を 第 一 符 号 化 部 と も い う 。 同 様 に 、 補 正 LSP符 号 CL2 f

ま た は 補 正 LSP符 号 CL2 f に 対 応 す る 符 号 を 第 二 符 号 と も い い 、 補 正 符 号 化 部 を 第 二 符 号 化

部 と も い う 。 ま た 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]を 第 一 の 復 号 値 と も

い い 、 LSP復 号 部 を 第 一 復 号 部 と も い う 。 ま た 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ diff f [1],^

θ diff f [2],… ,^θ diff f [p]を 第 二 の 復 号 値 と も い い 、 補 正 復 号 部 を 第 二 復 号 部 と も い う

。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 前 述 の 通 り 、 LSPパ ラ メ ー タ に 代 え て 、 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 で あ れ ば 、 他 の

係 数 を 用 い て も よ い 。 以 下 、 PARCOR係 数 k f [1],k f [2],… ,k f [p]を 用 い た 場 合 に つ い て 説 明

す る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 LSPパ ラ メ ー タ θ  [1],θ [2],… ,θ [p]に 対 応 す る ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 大 き さ が 大 き
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い ほ ど 、 PARCOR係 数 に よ り 求 ま る

【 数 ４ 】

の 値 が 小 さ く な る こ と が 分 か っ て い る 。 よ っ て 、 PARCOR係 数 を 用 い る 場 合 に は 、 指 標 計 算

部 １ ０ ７ は 、 量 子 化 さ れ た PARCOR係 数 ^k f [1],^k f [2],… ,^k f [p]を 受 け 取 り 、 ス ペ ク ト ル

包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ を

【 数 ５ 】

に よ り 計 算 す る （ ｓ １ ０ ７ ） 。 指 標 計 算 部 １ ０ ７ は 、 指 標 Ｑ ＇ の 大 き さ に 応 じ て 、 補 正 符

号 化 部 １ ０ ８ お よ び 加 算 部 １ ０ ９ に 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 す る ／ し な い こ と を 示 す 制 御 信

号 C、 ま た は 、 所 定 の ビ ッ ト 数 を 表 す 正 の 整 数 ま た は ０ で あ る 制 御 信 号 C、 を 出 力 す る 。 指

標 計 算 部 ２ ０ ５ も 同 様 に 、 指 標 Ｑ ＇ の 大 き さ に 応 じ て 、 補 正 復 号 部 ２ ０ ６ お よ び 加 算 部 ２

０ ７ に 補 正 復 号 処 理 を 実 行 す る ／ し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 C、 ま た は 、 所 定 の ビ ッ ト 数

を 表 す 正 の 整 数 ま た は ０ で あ る 制 御 信 号 C、 を 出 力 す る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

＜ 第 一 実 施 形 態 の 変 形 例 ２ ＞

　 指 標 計 算 部 １ ０ ７ 及 び 指 標 計 算 部 ２ ０ ５ は 、 制 御 信 号 Cに 代 え て 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は

指 標 Ｑ ＇ を 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。 そ の 場 合 、 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は 指 標 Ｑ ＇ の 大 き

さ に 応 じ て 、 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ 及 び 補 正 復 号 部 ２ ０ ６ で そ れ ぞ れ 符 号 化 及 び 復 号 す る か

否 か を 判 断 す れ ば よ い 。 ま た 、 同 様 に 、 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は 指 標 Ｑ ＇ の 大 き さ に 応 じ て

、 加 算 部 １ ０ ９ 及 び 加 算 部 ２ ０ ７ で そ れ ぞ れ 加 算 処 理 を 実 行 す る か 否 か を 判 断 す れ ば よ い

。 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ 、 補 正 復 号 部 ２ ０ ６ 、 加 算 部 １ ０ ９ 及 び 加 算 部 ２ ０ ７ に お け る 判 断

は 、 上 記 の 指 標 計 算 部 １ ０ ７ 及 び 指 標 計 算 部 ２ ０ ５ に お い て 説 明 し た の と 同 じ 判 断 で あ る

。

【 ０ ０ ７ ０ 】

＜ 第 二 実 施 形 態 ＞

　 以 下 、 第 一 実 施 形 態 と 異 な る 点 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

＜ 第 二 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ ＞

　 図 ７ は 第 二 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 を 、 図 ８ は

そ の 処 理 フ ロ ー の 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ は 、 線 形 予 測 分 析 部 ３ ０ １ と LSP計 算 部 ３ ０ ２ と 予 測 対

応 符 号 化 部 ３ ２ ０ と 非 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ １ ０ と を 含 む 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ は 、 音 響 信 号 X f を 受 け 取 り 、 LSP符 号 C f 及 び 補 正 LSP符 号

D f を 得 て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 な お 、 音 響 信 号 X f に 由 来 す る LSPパ ラ メ ー タ θ f [1],θ f [2],… ,θ f [p]が 別 の 装 置 に よ り

生 成 さ れ て お り 、 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 入 力 が LSPパ ラ メ ー タ θ f [1],θ f [2],

… ,θ f [p]で あ る 場 合 に は 、 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ は 、 線 形 予 測 分 析 部 ３ ０ １ と L

SP計 算 部 ３ ０ ２ と を 含 ま な く て よ い 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

＜ 線 形 予 測 分 析 部 ３ ０ １ ＞

　 線 形 予 測 分 析 部 ３ ０ １ は 、 入 力 音 響 信 号 X f を 受 け 取 り 、 入 力 音 響 信 号 X f を 線 形 予 測 分 析

し て 、 線 形 予 測 係 数 a f [1],a f [2],… ,a f [p]を 求 め て （ ｓ ３ ０ １ ） 出 力 す る 。 こ こ で 、 a f [i
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]は f番 目 の フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 X f を 線 形 予 測 分 析 し て 得 ら れ る i次 の 線 形 予 測 係 数 を

表 す 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

＜ LSP計 算 部 ３ ０ ２ ＞

　 LSP計 算 部 ３ ０ ２ は 、 線 形 予 測 係 数 a f [1],a f [2],… ,a f [p]を 受 け 取 り 、 線 形 予 測 係 数 a f [

1],a f [2],… ,a f [p]か ら LSP(Line Spectrum Pairs)パ ラ メ ー タ θ f [1],θ f [2],… ,θ f [p]を

求 め （ ｓ ３ ０ ２ ） 、 LSPパ ラ メ ー タ を 並 べ た ベ ク ト ル で あ る LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f =(

θ f [1],θ f [2],… ,θ f [p])
T
を 出 力 す る 。 こ こ で 、 θ f [i]は f番 目 の フ レ ー ム の 入 力 音 響 信

号 X f に 対 応 す る i次 の LSPパ ラ メ ー タ で あ る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

＜ 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ ＞

　 図 ９ は 、 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ は 、 予 測 対 応 減 算 部 ３ ０ ３ と ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ ０ ４ と ベ ク ト

ル 符 号 帳 ３ ０ ６ と 遅 延 入 力 部 ３ ０ ７ と を 含 む 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ は 、 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f =θ f [1],θ f [2],… ,θ f [p]を 受

け 取 り 、 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f と 、 少 な く と も 過 去 の フ レ ー ム か ら の 予 測 を 含 む 予 測

ベ ク ト ル と 、 の 差 分 か ら な る 差 分 ベ ク ト ル S f を 符 号 化 し て 、 LSP符 号 C f と LSP符 号 C f に 対 応

す る 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f を 得 て （ ｓ ３ ２ ０ ） 出 力 す る 。 さ ら に 、 予 測 対 応 符 号 化 部 ３

２ ０ は 、 予 測 ベ ク ト ル に 含 ま れ る 過 去 の フ レ ー ム か ら の 予 測 分 を 表 す ベ ク ト ル を 得 て 出 力

す る 。 な お 、 LSP符 号 C f に 対 応 す る 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f は 、 差 分 ベ ク ト ル S f の 各 要 素 値

に 対 応 す る 量 子 化 値 か ら な る ベ ク ト ル で あ る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 こ こ で 、 少 な く と も 過 去 の フ レ ー ム か ら の 予 測 を 含 む 予 測 ベ ク ト ル と は 、 例 え ば 、 予 め

定 め た 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vと 、 １ つ 前 の フ レ ー ム の 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル （ 前 フ レ ー ム

量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ） ^S f - 1 の 各 要 素 に 予 め 定 め た α を 乗 算 し て 得 ら れ る ベ ク ト ル と 、 を

加 算 し て 得 ら れ る ベ ク ト ル V+α × ^S f - 1 で あ る 。 こ の 例 で は 、 予 測 ベ ク ト ル に 含 ま れ る 過

去 の フ レ ー ム か ら の 予 測 分 を 表 す ベ ク ト ル は 、 前 フ レ ー ム 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f - 1 の α

倍 で あ る α × ^S f - 1 で あ る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 な お 、 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ は 、 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f 以 外 に 外 部 か ら の 入 力 を

必 要 と し な い の で 、 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f を 符 号 化 し て LSP符 号 C f を 得 て い る と 言 っ

て も よ い 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ 内 の 各 部 の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

＜ 予 測 対 応 減 算 部 ３ ０ ３ ＞

　 予 測 対 応 減 算 部 ３ ０ ３ は 、 例 え ば 、 所 定 の 係 数 α を 記 憶 し た 記 憶 部 ３ ０ ３ ｃ 、 予 測 対 応

平 均 ベ ク ト ル Vを 記 憶 し た 記 憶 部 ３ ０ ３ ｄ 、 乗 算 部 ３ ０ ８ 、 減 算 部 ３ ０ ３ ａ 及 び ３ ０ ３ ｂ

を 含 ん で 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 予 測 対 応 減 算 部 ３ ０ ３ は 、 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f と 、 前 フ レ ー ム 量 子 化 差 分 ベ ク ト

ル ^S f - 1 を 受 け 取 る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 予 測 対 応 減 算 部 ３ ０ ３ は 、 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f か ら 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vと ベ

ク ト ル α × ^S f - 1 と を 減 算 し た ベ ク ト ル で あ る 差 分 ベ ク ト ル S f =Θ f － V-α × ^S f - 1 を 生 成 し

て （ ｓ ３ ０ ３ ） 出 力 す る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 な お 、 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル V=(v[1],v[2],… ,v[p])
T
は 、 記 憶 部 ３ ０ ３ ｄ に 記 憶 さ れ た
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予 め 定 め た ベ ク ト ル で あ り 、 例 え ば 、 予 め 学 習 用 の 音 響 信 号 か ら 求 め て お け ば よ い 。 例 え

ば 、 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ に お い て 、 符 号 化 の 対 象 と な る 音 響 信 号 と 、 同 じ 環 境

（ 例 え ば 、 話 者 、 収 音 装 置 、 場 所 ） で 収 音 し た 音 響 信 号 を 学 習 用 の 入 力 音 響 信 号 と し て 用

い て 、 多 数 の フ レ ー ム の LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル を 求 め 、 そ の 平 均 を 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト

ル と す る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 乗 算 部 ３ ０ ８ は 、 記 憶 部 ３ ０ ３ ｃ に 記 憶 さ れ た 所 定 の 係 数 α を 前 フ レ ー ム 量 子 化 差 分 ベ

ク ト ル ^S f - 1 に 乗 じ て ベ ク ト ル α × ^S f - 1 を 得 る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 な お 、 図 ９ で は 、 ２ つ の 減 算 部 ３ ０ ３ ａ 及 び ３ ０ ３ ｂ を 用 い て 、 ま ず 、 減 算 部 ３ ０ ３ ａ

に お い て 、 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f か ら 記 憶 部 ３ ０ ３ ｄ に 記 憶 さ れ た 予 測 対 応 平 均 ベ ク

ト ル Vを 減 算 し た 後 、 減 算 部 ３ ０ ３ ｂ に お い て 、 ベ ク ト ル α × ^S f - 1 を 減 算 し て い る が 、 こ

の 順 序 は 逆 で あ っ て も よ い 。 あ る い は 、 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vと ベ ク ト ル α × ^S f - 1 と を

加 算 し た ベ ク ト ル V＋ α × ^S f - 1 を 、 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f か ら 減 算 す る こ と で 差 分 ベ

ク ト ル S f を 生 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 現 在 の フ レ ー ム の 差 分 ベ ク ト ル S f は 、 現 在 の フ レ ー ム の 複 数 次 の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可

能 な 係 数 （ LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f ） か ら 、 少 な く と も 過 去 の フ レ ー ム か ら の 予 測 を 含

む ベ ク ト ル を 減 算 し て 得 ら れ る ベ ク ト ル と い っ て も よ い 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

＜ ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ ０ ４ ＞

　 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ ０ ４ は 、 差 分 ベ ク ト ル S f を 受 け 取 り 、 差 分 ベ ク ト ル S f を 符 号 化 し て

、 LSP符 号 C f と LSP符 号 C f に 対 応 す る 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f と を 得 て 出 力 す る 。 差 分 ベ ク

ト ル S f の 符 号 化 に は 、 差 分 ベ ク ト ル S f を ベ ク ト ル 量 子 化 す る 方 法 、 差 分 ベ ク ト ル S f を 複 数

の サ ブ ベ ク ト ル に 分 け て サ ブ ベ ク ト ル そ れ ぞ れ を ベ ク ト ル 量 子 化 す る 方 法 、 差 分 ベ ク ト ル

S f ま た は サ ブ ベ ク ト ル を 多 段 ベ ク ト ル 量 子 化 す る 方 法 、 ベ ク ト ル の 要 素 を ス カ ラ 量 子 化 す

る 方 法 、 こ れ ら を 組 み 合 わ せ た 方 法 、 な ど の 周 知 の 何 れ の 符 号 化 方 法 を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 こ こ で は 、 差 分 ベ ク ト ル S f を ベ ク ト ル 量 子 化 す る 方 法 を 用 い る 場 合 の 例 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 ベ ク ト ル 符 号 帳 ３ ０ ６ に 記 憶 さ れ て い る 複 数 の 候 補 差 分 ベ ク ト ル の 中 か ら 、 差 分 ベ ク ト

ル S f に 最 も 近 い 候 補 差 分 ベ ク ト ル を 探 索 し て 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f =(^s f [1],^s f [2],… ,

^s f [p])
T
と し て 出 力 す る と と も に 、 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f に 対 応 す る 差 分 ベ ク ト ル 符 号

を LSP符 号 C f と し て 出 力 す る （ ｓ ３ ０ ４ ） 。 な お 、 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f は 後 述 す る 復 号

差 分 ベ ク ト ル に 対 応 す る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

＜ ベ ク ト ル 符 号 帳 ３ ０ ６ ＞

　 ベ ク ト ル 符 号 帳 ３ ０ ６ に は 、 各 候 補 差 分 ベ ク ト ル と そ の 各 候 補 差 分 ベ ク ト ル に 対 応 す る

差 分 ベ ク ト ル 符 号 と が 予 め 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

＜ 遅 延 入 力 部 ３ ０ ７ ＞

　 遅 延 入 力 部 ３ ０ ７ は 、 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f を 受 け 取 り 、 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f を 保

持 し 、 １ フ レ ー ム 分 遅 ら せ て 、 前 フ レ ー ム 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f - 1 と し て 出 力 す る （ ｓ

３ ０ ７ ） 。 つ ま り 、 f番 目 の フ レ ー ム の 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f に 対 し て 予 測 対 応 減 算 部 ３

０ ３ が 処 理 を 行 っ て い る と き に は 、 f-1番 目 の フ レ ー ム に つ い て の 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f

- 1 を 出 力 す る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 な お 、 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ で は 生 成 し て い な い が 、 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ に お け

る LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f の 各 要 素 を 量 子 化 し て 得 ら れ る 予 測 対 応 量 子 化 LSPパ ラ メ ー

タ ベ ク ト ル ^Θ f は 、 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f に 予 測 ベ ク ト ル V+α × ^S f - 1 を 加 算 し た も の で
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あ る と 言 え る 。 す な わ ち 、 予 測 対 応 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル は ^Θ f ＝ ^S f +V+α × ^S f

- 1 で あ る 。 ま た 、 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ に お け る 量 子 化 誤 差 ベ ク ト ル は Θ f -^Θ f ＝ Θ f -

(^S f +V+α × ^S f - 1 )で あ る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

＜ 非 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ １ ０ ＞

　 非 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ １ ０ は 、 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ と 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ １ ２

と 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ３ １ ３ と 予 測 対 応 加 算 部 ３ １ ４ と 指 標 計 算 部 ３ １ ５ と を 含 む 。 指 標

計 算 部 ３ １ ５ の 計 算 結 果 に 応 じ て 、 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ に お い て 減 算 処 理 を 実 行 す る

か 否 か 、 及 び 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ １ ２ に お い て 処 理 を 実 行 す る か 否 か が 決 定 さ れ る

。 指 標 計 算 部 ３ １ ５ は 、 第 一 実 施 形 態 の 指 標 計 算 部 １ ０ ７ に 対 応 す る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 非 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ １ ０ は 、 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f と 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f と

ベ ク ト ル α × ^S f - 1 と を 受 け 取 る 。 非 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ １ ０ は 、 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル

Θ f と 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f と の 差 分 で あ る 補 正 ベ ク ト ル を 符 号 化 し て 補 正 LSP符 号 D f を

得 て （ ｓ ３ １ ０ ） 出 力 す る 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 こ こ で 、 補 正 ベ ク ト ル は Θ f -^S f で あ り 、 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ の 量 子 化 誤 差 ベ ク ト

ル は Θ f -^Θ f ＝ Θ f -(^S f +V+α × ^S f - 1 )で あ る の で 、 補 正 ベ ク ト ル Θ f -^S f は 予 測 対 応 符 号

化 部 ３ ２ ０ の 量 子 化 誤 差 ベ ク ト ル Θ f -^Θ f と 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vと α 倍 を 乗 算 し た 前

フ レ ー ム 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル α × ^S f - 1 と を 加 算 し た も の で あ る （ Θ f -^S f ＝ Θ f -^Θ f +V+

α × ^S f - 1 ） 。 す な わ ち 、 非 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ １ ０ は 、 量 子 化 誤 差 ベ ク ト ル Θ f -^Θ f と

予 測 ベ ク ト ル V+α × ^S f - 1 と を 加 算 し た も の を 符 号 化 し て 補 正 LSP符 号 D f を 得 て い る と も 言

え 、 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ の 量 子 化 誤 差 ベ ク ト ル Θ f -^Θ f を 少 な く と も 符 号 化 し て 補 正

LSP符 号 D f を 得 て い る と 言 え る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 補 正 ベ ク ト ル Θ f -^S f の 符 号 化 に は 周 知 の 符 号 化 方 法 の 何 れ を 用 い て も よ い が 、 以 下 の

説 明 で は 、 補 正 ベ ク ト ル Θ f -^S f か ら 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Yを 減 算 し た も の を ベ ク ト ル

量 子 化 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で は 、 補 正 ベ ク ト ル Θ f -^S f か ら 非

予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Yを 減 算 し て 得 ら れ る ベ ク ト ル で あ る U f =Θ f -Y-^S f を 、 便 宜 的 に 補

正 ベ ク ト ル と 呼 ん で い る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 以 下 、 各 部 の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ １ ０ １ 】

＜ 予 測 対 応 加 算 部 ３ １ ４ ＞

　 予 測 対 応 加 算 部 ３ １ ４ は 、 例 え ば 、 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vを 記 憶 し た 記 憶 部 ３ １ ４ ｃ

、 加 算 部 ３ １ ４ ａ 及 び ３ １ ４ ｂ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 記 憶 部 ３ １ ４ ｃ に 記 憶 さ れ て い る 予

測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vは 、 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ 内 の 記 憶 部 ３ ０ ３ ｄ に 記 憶 さ れ て い る

予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vと 同 じ で あ る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 予 測 対 応 加 算 部 ３ １ ４ は 、 現 在 の フ レ ー ム の 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f 、 前 フ レ ー ム 量 子

化 差 分 ベ ク ト ル ^S f - 1 に 所 定 の 係 数 α を 乗 じ た ベ ク ト ル α × ^S f - 1 を 受 け 取 る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 予 測 対 応 加 算 部 ３ １ ４ は 、 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f と 、 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vと 、 ベ ク

ト ル α × ^S f - 1 と を 加 算 し た ベ ク ト ル で あ る 予 測 対 応 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ f (=

^S f +V+α ^S f - 1 )=(^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p])
T
を 生 成 し て （ ｓ ３ １ ４ ） 出 力 す る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 図 ７ で は 、 ２ つ の 加 算 部 ３ １ ４ ａ 及 び ３ １ ４ ｂ を 用 い て 、 ま ず 、 加 算 部 ３ １ ４ ｂ に お い

て 、 現 在 の フ レ ー ム の 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f に 、 ベ ク ト ル α × ^S f - 1 を 加 算 し た 後 、 加 算

部 ３ １ ４ ａ に お い て 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vを 加 算 し て い る が 、 こ の 順 序 は 逆 で あ っ て も

よ い 。 あ る い は 、 ベ ク ト ル α × ^S f - 1 と 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vと を 加 算 し た ベ ク ト ル を 、
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量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f に 加 算 す る こ と で 予 測 対 応 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ f を 生

成 し て も よ い 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 な お 、 予 測 対 応 加 算 部 ３ １ ４ に 入 力 さ れ る 現 在 の フ レ ー ム の 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f 、

前 フ レ ー ム 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f - 1 に 所 定 の 係 数 α を 乗 じ た ベ ク ト ル α × ^S f - 1 は 共 に 予

測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ で 生 成 さ れ た も の で あ り 、 予 測 対 応 加 算 部 ３ １ ４ 内 の 記 憶 部 ３ １ ４

ｃ に 記 憶 さ れ て い る 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vは 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ 内 の 記 憶 部 ３ ０ ３

ｄ に 記 憶 さ れ て い る 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vと 同 じ で あ る の で 、 予 測 対 応 加 算 部 ３ １ ４ が

行 う 処 理 を 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ が 行 っ て 予 測 対 応 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ f

を 生 成 し て 非 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ １ ０ に 出 力 し 、 非 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ １ ０ は 予 測 対 応 加

算 部 ３ １ ４ を 備 え な い 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ １ ０ ６ 】

＜ 指 標 計 算 部 ３ １ ５ ＞

　 指 標 計 算 部 ３ １ ５ は 、 予 測 対 応 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ f を 受 け 取 り 、 予 測 対

応 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ f に 対 応 す る ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す

る 指 標 Ｑ 、 す な わ ち 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 大 き い ほ ど 大 き く な る 指 標 Ｑ 、 お よ び ／ ま

た は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ 、 す な わ ち 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の

山 谷 が 大 き い ほ ど 小 さ く な る 指 標 Ｑ ＇ 、 を 計 算 す る （ ｓ ３ １ ５ ） 。 指 標 計 算 部 ３ １ ５ は 、

指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は Ｑ ＇ の 大 き さ に 応 じ て 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ １ ２ に 符 号 化 処 理

を 実 行 す る よ う に 、 ま た は 、 所 定 の ビ ッ ト 数 で 符 号 化 処 理 を 実 行 す る よ う に 制 御 信 号 Cを

出 力 す る 。 ま た 、 指 標 計 算 部 ３ １ ５ は 、 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は Ｑ ＇ の 大 き さ に 応 じ て 、 非

予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ に 減 算 処 理 を 実 行 す る よ う に 制 御 信 号 Cを 出 力 す る 。 指 標 Ｑ 及 び Ｑ

＇ は 、 指 標 計 算 部 １ ０ ７ で 説 明 し た も の と 同 様 で あ り 、 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ

f [2],… ,^θ f [p]の 代 わ り に 予 測 対 応 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ f の 各 要 素 で あ る 予

測 対 応 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]を 用 い て 、 同 様 の 方 法 で 計 算 す

れ ば よ い 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、 す な わ ち 、 上 記 の 例 で は (A-1)指

標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 (B-1)指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1

＇ 以 下 で あ る 場 合 、 指 標 計 算 部 ３ １ ５ は 、 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ 及 び 補 正 ベ ク ト ル 符 号

化 部 ３ １ ２ に 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cを 出 力 し 、 そ れ 以 外 の 場 合

に 、 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ 及 び 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ １ ２ に 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 し

な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cを 出 力 す る 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 ま た 、 (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合 に 、 指 標 計 算 部 ３ １ ５ は 所 定 の ビ ッ ト 数 を 表 す

正 の 整 数 （ ま た は 正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 出 力 し 、 そ れ 以 外 の 場 合 に 、

０ を 制 御 信 号 Cと し て 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 な お 、 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ に お い て 、 制 御 信 号 Cを 受 け 取 っ た と き に 減 算 処 理 を 実

行 し 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ １ ２ に お い て 、 制 御 信 号 Cを 受 け 取 っ た と き に 符 号 化 処 理

を 実 行 す る 構 成 と し て い る 場 合 に は 、 (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に 、 指 標 計 算

部 ３ １ ５ は 制 御 信 号 Cを 出 力 し な い 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ １ １ ０ 】

＜ 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ ＞

　 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ は 、 例 え ば 、 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Y=(y[1],y[2],… ,y[p])
T

を 記 憶 し た 記 憶 部 ３ １ １ ｃ 、 減 算 部 ３ １ １ ａ 及 び ３ １ １ ｂ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ は 、 制 御 信 号 Cと LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f と 量 子 化 差 分 ベ ク

ト ル ^S f と を 受 け 取 る 。

【 ０ １ １ ２ 】
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　 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ は 、 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の

整 数 （ ま た は 正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト

ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (

B-1)の 場 合 に 、 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f =(θ f [1],θ f [2],… ,θ f [p])
T
か ら 、 量 子 化 差

分 ベ ク ト ル ^S f =(^s f [1],^s f [2],… ,^s f [p])
T
と 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Y=(y[1],y[2],… ,

y[p])
T
と を 減 算 し て 得 ら れ る ベ ク ト ル で あ る 補 正 ベ ク ト ル U f =Θ f -Y-^S f =(u f [1],u f [2],…

,u f [p])を 生 成 し て （ ｓ ３ １ １ ） 出 力 す る 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 な お 、 図 ７ で は 、 ２ つ の 減 算 部 ３ １ １ ａ 及 び ３ １ １ ｂ を 用 い て 、 ま ず 、 減 算 部 ３ １ １ ａ

に お い て LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f か ら 記 憶 部 ３ １ １ ｃ に 記 憶 さ れ た 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク

ト ル Yを 減 算 し た 後 、 減 算 部 ３ １ １ ｂ に お い て 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f を 減 算 し て い る が 、

こ れ ら の 減 算 の 順 序 は 逆 で あ っ て も よ い 。 あ る い は 、 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Yと 量 子 化

差 分 ベ ク ト ル ^S f を 加 算 し た ベ ク ト ル を 、 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f か ら 減 算 す る こ と で

補 正 ベ ク ト ル U f を 生 成 し て も よ い 。

【 ０ １ １ ４ 】

　 な お 、 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Yは 、 予 め 定 め た ベ ク ト ル で あ り 、 例 え ば 、 予 め 学 習 用

の 音 響 信 号 か ら 求 め て お け ば よ い 。 例 え ば 、 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ に お い て 、 符

号 化 の 対 象 と な る 音 響 信 号 と 、 同 じ 環 境 （ 例 え ば 、 話 者 、 収 音 装 置 、 場 所 ） で 収 音 し た 音

響 信 号 を 学 習 用 の 入 力 音 響 信 号 と し て 用 い て 、 多 数 の フ レ ー ム の 、 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト

ル と そ の LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル に 対 す る 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル と の 差 分 を 求 め 、 そ の 差 分

の 平 均 を 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル と す る 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 な お 、 補 正 ベ ク ト ル U f は 、 以 下 の よ う に 表 さ れ る 。

U f =Θ f -Y-^S f

=(Θ f -^Θ f )-Y+α × ^S f - 1 +V

よ っ て 、 補 正 ベ ク ト ル U f は 、 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ の 符 号 化 の 量 子 化 誤 差 (Θ f -^Θ f )を

少 な く と も 含 む 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ は 、 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 ０

を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き

く な い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に は 、 補 正 ベ ク

ト ル U f を 生 成 し な い で よ い 。

【 ０ １ １ ７ 】

＜ 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ３ １ ３ ＞

　 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ３ １ ３ に は 、 各 候 補 補 正 ベ ク ト ル と そ の 各 候 補 補 正 ベ ク ト ル に 対 応

す る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 と が 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ １ １ ８ 】

＜ 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ １ ２ ＞

　 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ １ ２ は 、 制 御 信 号 Cと 補 正 ベ ク ト ル U f を 受 け 取 る 。 補 正 符 号 化

処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の 整 数 （ ま た は 正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御

信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合

、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合 に 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ １

２ は 、 補 正 ベ ク ト ル U f を 符 号 化 し て 補 正 LSP符 号 D f を 得 て （ ｓ ３ １ ２ ） 出 力 す る 。 例 え ば

、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ １ ２ は 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ３ １ ３ か ら に 記 憶 さ れ て い る 複 数

の 候 補 補 正 ベ ク ト ル の 中 か ら 補 正 ベ ク ト ル U f に 最 も 近 い 候 補 補 正 ベ ク ト ル を 探 索 し 、 そ の

候 補 補 正 ベ ク ト ル に 対 応 す る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 を 補 正 LSP符 号 D f と す る 。

【 ０ １ １ ９ 】

　 な お 、 前 述 の 通 り 、 補 正 ベ ク ト ル U f は 、 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ の 符 号 化 の 量 子 化 誤 差

(Θ f -^Θ f )を 少 な く と も 含 む の で 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ １ ２ は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山

谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合
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に 、 少 な く と も 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ の 量 子 化 誤 差 (Θ f -^Θ f )を 符 号 化 す る と も い え る

。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 ０ を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た

場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き く な い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例

で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ １ ２ は 、 補 正 ベ ク

ト ル U f の 符 号 化 を 行 わ ず 、 補 正 LSP符 号 D f を 得 ず 出 力 し な い 。

【 ０ １ ２ １ 】

＜ 第 二 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 復 号 装 置 ４ ０ ０ ＞

　 図 １ ０ は 第 二 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 復 号 装 置 ４ ０ ０ の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 を 、 図 １ １

は そ の 処 理 フ ロ ー の 例 を 示 す 。

【 ０ １ ２ ２ 】

　 第 二 実 施 形 態 の 線 形 予 測 係 数 復 号 装 置 ４ ０ ０ は 、 予 測 対 応 復 号 部 ４ ２ ０ と 非 予 測 対 応 復

号 部 ４ １ ０ と を 含 む 。

【 ０ １ ２ ３ 】

　 線 形 予 測 係 数 復 号 装 置 ４ ０ ０ は 、 LSP符 号 C f と 補 正 LSP符 号 D f と を 受 け 取 り 、 復 号 予 測 対

応 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]と 復 号 非 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ^φ f [1],^

φ f [2],… ,^φ f [p]と を 生 成 し て 出 力 す る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て 、 復 号 予 測 対 応 LSPパ ラ メ

ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]と 復 号 非 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ^φ f [1],^φ f [2],… ,^

φ f [p]の そ れ ぞ れ を 線 形 予 測 係 数 に 変 換 し て 得 ら れ る 復 号 予 測 対 応 線 形 予 測 係 数 ^a f [1],^

a f [2],… ,^a f [p]と 復 号 非 予 測 対 応 線 形 予 測 係 数 ^b f [1],^b f [2],… ,^b f [p]と を 生 成 し て 出

力 す る 。

【 ０ １ ２ ４ 】

＜ 予 測 対 応 復 号 部 ４ ２ ０ ＞

　 図 １ ２ は 、 予 測 対 応 復 号 部 ４ ２ ０ の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。

【 ０ １ ２ ５ 】

　 予 測 対 応 復 号 部 ４ ２ ０ は 、 ベ ク ト ル 符 号 帳 ４ ０ ２ と ベ ク ト ル 復 号 部 ４ ０ １ と 遅 延 入 力 部

４ ０ ３ と 予 測 対 応 加 算 部 ４ ０ ５ と を 含 み 、 必 要 に 応 じ て 予 測 対 応 線 形 予 測 係 数 計 算 部 ４ ０

６ も を 含 む 。

【 ０ １ ２ ６ 】

　 予 測 対 応 復 号 部 ４ ２ ０ は 、 LSP符 号 C f を 受 け 取 り 、 LSP符 号 C f を 復 号 し て 復 号 差 分 ベ ク ト

ル ^S f を 得 て 出 力 す る 。 さ ら に 、 予 測 対 応 復 号 部 ４ ２ ０ は 、 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f と 少 な く

と も 過 去 の フ レ ー ム か ら の 予 測 を 含 む 予 測 ベ ク ト ル と を 加 算 し て 、 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト

ル Θ f の 復 号 値 か ら な る 復 号 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ f を 生 成 し て （ ｓ ４ ２ ０ ）

出 力 す る 。 予 測 対 応 復 号 部 ４ ２ ０ は 、 必 要 に 応 じ て 、 さ ら に 、 復 号 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー

タ ベ ク ト ル ^Θ f を 復 号 予 測 対 応 線 形 予 測 係 数 ^a f [1],^a f [2],… ,^a f [p]に 変 換 し て 出 力 す

る 。

【 ０ １ ２ ７ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 予 測 ベ ク ト ル は 、 予 め 定 め た 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vと 、 過 去 の フ レ

ー ム の 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f - 1 の α 倍 と を 加 算 し て 得 ら れ る ベ ク ト ル V＋ α × ^S f - 1 で あ る

。

【 ０ １ ２ ８ 】

＜ ベ ク ト ル 符 号 帳 ４ ０ ２ ＞

　 ベ ク ト ル 符 号 帳 ４ ０ ２ に は 、 各 候 補 差 分 ベ ク ト ル と そ の 各 候 補 差 分 ベ ク ト ル に 対 応 す る

差 分 ベ ク ト ル 符 号 と が 予 め 記 憶 さ れ て い る 。 な お 、 ベ ク ト ル 符 号 帳 ４ ０ ２ は 、 前 述 の 線 形

予 測 係 数 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の ベ ク ト ル 符 号 帳 ３ ０ ６ と 共 通 の 情 報 を 含 む 。

【 ０ １ ２ ９ 】

＜ ベ ク ト ル 復 号 部 ４ ０ １ ＞

　 ベ ク ト ル 復 号 部 ４ ０ １ は 、 LSP符 号 C f を 受 け 取 り 、 LSP符 号 C f を 復 号 し て 、 LSP符 号 C f に

対 応 す る 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f を 得 て 出 力 す る 。 LSP符 号 C f の 復 号 に は 、 符 号 化 装 置 の ベ ク
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ト ル 符 号 化 部 ３ ０ ４ の 符 号 化 方 法 に 対 応 す る 復 号 方 法 を 用 い る 。

【 ０ １ ３ ０ 】

　 こ こ で は 、 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ ０ ４ の 差 分 ベ ク ト ル S f を ベ ク ト ル 量 子 化 す る 方 法 に 対 応

す る 復 号 方 法 を 用 い る 場 合 の 例 を 説 明 す る 。 ベ ク ト ル 復 号 部 ４ ０ １ は 、 ベ ク ト ル 符 号 帳 ４

０ ２ に 記 憶 さ れ て い る 複 数 の 差 分 ベ ク ト ル 符 号 の 中 か ら 、 LSP符 号 C f に 対 応 す る 差 分 ベ ク

ト ル 符 号 を 探 索 し 、 そ の 差 分 ベ ク ト ル 符 号 に 対 応 す る 候 補 差 分 ベ ク ト ル を 復 号 差 分 ベ ク ト

ル ^S f と し て 出 力 す る （ ｓ ４ ０ １ ） 。 な お 、 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f は 前 述 の ベ ク ト ル 符 号 化

部 ３ ０ ４ が 出 力 す る 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f に 対 応 し 、 伝 送 誤 り や 符 号 化 、 復 号 の 過 程 で

誤 り 等 が な け れ ば 、 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f と 同 じ 値 と な る 。

【 ０ １ ３ １ 】

＜ 遅 延 入 力 部 ４ ０ ３ ＞

　 遅 延 入 力 部 ４ ０ ３ は 、 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f を 受 け 取 り 、 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f を 保 持 し

、 １ フ レ ー ム 分 遅 ら せ て 、 前 フ レ ー ム 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f - 1 と し て 出 力 す る （ ｓ ４ ０ ３

） 。 つ ま り 、 f番 目 の フ レ ー ム の 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f に 対 し て 予 測 対 応 加 算 部 ４ ０ ５ が 処

理 を 行 っ て い る と き に は 、 f-1番 目 の フ レ ー ム の 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f - 1 を 出 力 す る 。

【 ０ １ ３ ２ 】

＜ 予 測 対 応 加 算 部 ４ ０ ５ ＞

　 予 測 対 応 加 算 部 ４ ０ ５ は 、 例 え ば 、 所 定 の 係 数 α を 記 憶 し た 記 憶 部 ４ ０ ５ ｃ 、 予 測 対 応

平 均 ベ ク ト ル Vを 記 憶 し た 記 憶 部 ４ ０ ５ ｄ 、 乗 算 部 ４ ０ ４ 、 加 算 部 ４ ０ ５ ａ 及 び ４ ０ ５ ｂ

を 含 ん で 構 成 さ れ る 。

【 ０ １ ３ ３ 】

　 予 測 対 応 加 算 部 ４ ０ ５ は 、 現 在 の フ レ ー ム の 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f 、 及 び 、 前 フ レ ー ム

復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f - 1 を 受 け 取 る 。

【 ０ １ ３ ４ 】

　 予 測 対 応 加 算 部 ４ ０ ５ は 、 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f と 、 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル V=(v[1],v[2

],… ,v[N])
T
と 、 ベ ク ト ル α × ^S f - 1 と を 加 算 し た ベ ク ト ル で あ る 復 号 予 測 対 応 LSPパ ラ メ

ー タ ベ ク ト ル ^Θ f (=^S f +V+α ^S f - 1 )=^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]を 生 成 し て （ ｓ ４ ０ ５

） 出 力 す る 。

【 ０ １ ３ ５ 】

　 乗 算 部 ４ ０ ４ は 、 記 憶 部 ４ ０ ５ ｃ に 記 憶 さ れ た 所 定 の 係 数 α を 前 フ レ ー ム 復 号 差 分 ベ ク

ト ル ^S f - 1 に 乗 じ て ベ ク ト ル α × ^S f - 1 を 得 る 。

【 ０ １ ３ ６ 】

　 図 １ ２ で は 、 ２ つ の 加 算 部 ４ ０ ５ ａ 及 び ４ ０ ５ ｂ を 用 い て 、 ま ず 、 加 算 部 ４ ０ ５ ａ に お

い て 、 現 在 の フ レ ー ム の 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f に 、 ベ ク ト ル α × ^S f - 1 を 加 算 し た 後 、 加 算

部 ４ ０ ５ ｂ に お い て 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vを 加 算 し て い る が 、 こ の 順 序 は 逆 で あ っ て も

よ い 。 あ る い は 、 ベ ク ト ル α × ^S f - 1 と 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vと を 加 算 し た ベ ク ト ル を 、

復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f に 加 算 す る こ と で 復 号 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ f を 生 成 し

て も よ い 。

【 ０ １ ３ ７ 】

　 な お 、 こ こ で 用 い る 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vは 、 前 述 の 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ３ ０ ０

の 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ ２ ０ で 用 い た 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Vと 同 じ も の と す る 。

【 ０ １ ３ ８ 】

＜ 予 測 対 応 線 形 予 測 係 数 計 算 部 ４ ０ ６ ＞

　 予 測 対 応 線 形 予 測 係 数 計 算 部 ４ ０ ６ は 、 復 号 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ f =(^θ

f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p])を 受 け 取 り 、 復 号 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ f =(^θ f [

1],^θ f [2],… ,^θ f [p])を 復 号 予 測 対 応 線 形 予 測 係 数 ^a f [1],^a f [2],… ,^a f [p]に 変 換 し

て （ ｓ ４ ０ ６ ） 出 力 す る 。

【 ０ １ ３ ９ 】

＜ 非 予 測 対 応 復 号 部 ４ １ ０ ＞

　 非 予 測 対 応 復 号 部 ４ １ ０ は 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ４ １ ２ と 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ４ １ １ と
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非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ と 指 標 計 算 部 ４ １ ５ と を 含 み 、 必 要 に 応 じ て 非 予 測 対 応 線 形 予 測

係 数 計 算 部 ４ １ ４ も 含 む 。 指 標 計 算 部 ４ １ ５ は 、 第 一 実 施 形 態 の 指 標 計 算 部 ２ ０ ５ に 対 応

す る 。

【 ０ １ ４ ０ 】

　 非 予 測 対 応 復 号 部 ４ １ ０ に は 、 補 正 LSP符 号 D f と 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f と 復 号 予 測 対 応 LS

Pパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ f と が 入 力 さ れ る 。 非 予 測 対 応 復 号 部 ４ １ ０ は 、 補 正 LSP符 号 D f を

復 号 し て 復 号 補 正 ベ ク ト ル ^U f を 得 る 。 さ ら に 、 非 予 測 対 応 復 号 部 ４ １ ０ は 、 復 号 補 正 ベ

ク ト ル ^U f に 、 少 な く と も 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f を 加 算 し て 、 現 在 の フ レ ー ム の LSPパ ラ メ

ー タ の 復 号 値 か ら な る 復 号 非 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Φ f =(^φ f [1],^φ f [2],… ,

^φ f [p])を 生 成 し て （ ｓ ４ １ ０ ） 出 力 す る 。 こ こ で 、 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f は 、 少 な く と

も 過 去 の フ レ ー ム か ら の 予 測 を 含 む 予 測 ベ ク ト ル で あ る 。 非 予 測 対 応 復 号 部 ４ １ ０ は 、 必

要 に 応 じ て 、 さ ら に 、 復 号 非 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Φ f =(^φ f [1],^φ f [2],… ,

^φ f [p])を 復 号 非 予 測 対 応 線 形 予 測 係 数 ^b f [1],^b f [2],… ,^b f [p]に 変 換 し て （ ｓ ４ １ ０

） 出 力 す る 。

【 ０ １ ４ １ 】

　 以 下 、 各 部 の 処 理 内 容 を 説 明 す る 。

【 ０ １ ４ ２ 】

＜ 指 標 計 算 部 ４ １ ５ ＞

　 指 標 計 算 部 ４ １ ５ は 、 復 号 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ f を 受 け 取 り 、 復 号 予 測

対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ f =(^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p])
T
に 対 応 す る ス ペ ク ト ル

包 絡 の 山 谷 の 大 き さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ 、 す な わ ち 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 大 き い ほ ど 大

き く な る 指 標 Ｑ 、 お よ び ／ ま た は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 の 小 さ さ に 対 応 す る 指 標 Ｑ ＇ 、

す な わ ち 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 大 き い ほ ど 小 さ く な る 指 標 Ｑ ＇ 、 を 計 算 す る （ ｓ ４ １

５ ） 。 指 標 計 算 部 ４ １ ５ は 、 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は Ｑ ＇ の 大 き さ に 応 じ て 、 補 正 ベ ク ト ル

復 号 部 ４ １ １ 及 び 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ に 補 正 復 号 処 理 を 実 行 す る ／ し な い こ と を 示 す

制 御 信 号 C、 ま た は 、 所 定 の ビ ッ ト 数 で 補 正 復 号 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cを 出

力 す る 。 指 標 Ｑ 及 び Ｑ ＇ は 、 指 標 計 算 部 ２ ０ ５ で 説 明 し た も の と 同 様 で あ り 、 復 号 LSPパ

ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]の 代 わ り に 復 号 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ

f の 各 要 素 で あ る 復 号 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]を 用 い て 、 同 様

の 方 法 で 計 算 す れ ば よ い 。

【 ０ １ ４ ３ 】

　 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、 す な わ ち 、 上 記 の 例 で は (A-1)指

標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 (B-1)指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1

＇ 以 下 で あ る 場 合 、 指 標 計 算 部 ４ １ ５ は 、 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ 及 び 補 正 ベ ク ト ル 復 号

部 ４ １ １ に 補 正 復 号 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cを 出 力 し 、 そ れ 以 外 の 場 合 に 、

非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ 及 び 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ４ １ １ に 補 正 復 号 処 理 を 実 行 し な い こ と

を 示 す 制 御 信 号 Cを 出 力 す る 。

【 ０ １ ４ ４ 】

　 ま た 、 (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合 に 、 指 標 計 算 部 ４ １ ５ は 所 定 の ビ ッ ト 数 を 表 す

正 の 整 数 （ ま た は 正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 出 力 し 、 そ れ 以 外 の 場 合 に 、

０ を 制 御 信 号 Cと し て 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ １ ４ ５ 】

　 な お 、 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ４ １ １ お よ び 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ に お い て 、 制 御 信 号 C

を 受 け 取 っ た と き に 、 補 正 復 号 処 理 を 実 行 す る こ と を 識 別 す る 構 成 と し て い る 場 合 に は 、

(A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に 、 指 標 計 算 部 ４ １ ５ は 制 御 信 号 Cを 出 力 し な い 構

成 と し て も よ い 。

【 ０ １ ４ ６ 】

＜ 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ４ １ ２ ＞

　 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ４ １ ２ は 、 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ 内 の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳

３ １ ３ と 同 じ 内 容 の 情 報 を 記 憶 し て い る 。 つ ま り 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ４ １ ２ に は 、 各 候
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補 補 正 ベ ク ト ル と そ の 各 候 補 補 正 ベ ク ト ル に 対 応 す る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 と が 記 憶 さ れ て い

る 。

【 ０ １ ４ ７ 】

＜ 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ４ １ １ ＞

　 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ４ １ １ は 、 補 正 LSP符 号 D f と 制 御 信 号 Cと を 受 け 取 る 。 補 正 復 号 処 理

を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の 整 数 （ ま た は 正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 C

と し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、 す な

わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合 に 、 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ４ １ １ は 、 補

正 LSP符 号 D f を 復 号 し て 復 号 補 正 ベ ク ト ル ^U f を 得 て （ ｓ ４ １ １ ） 出 力 す る 。 例 え ば 、 補 正

ベ ク ト ル 復 号 部 ４ １ １ は 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ４ １ ２ に 記 憶 さ れ て い る 複 数 の 補 正 ベ ク ト

ル 符 号 の 中 か ら 、 補 正 LSP符 号 D f に 対 応 す る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 を 探 索 し 、 探 索 さ れ た 補 正

ベ ク ト ル 符 号 に 対 応 す る 候 補 補 正 ベ ク ト ル を 復 号 補 正 ベ ク ト ル ^U f と し て 出 力 す る 。

【 ０ １ ４ ８ 】

　 補 正 復 号 処 理 を 実 行 し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 ０ を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場

合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き く な い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で

は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に 、 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ４ １ １ は 、 補 正 LSP符 号 D

f の 復 号 を 行 わ ず 、 復 号 補 正 ベ ク ト ル ^U f を 得 ず 出 力 し な い 。

【 ０ １ ４ ９ 】

＜ 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ ＞

　 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ は 、 例 え ば 、 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Y=(y[1],y[2],… ,y[p])
T

を 記 憶 し た 記 憶 部 ４ １ ３ ｃ 、 加 算 部 ４ １ ３ ａ 及 び ４ １ ３ ｂ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。

【 ０ １ ５ ０ 】

　 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ は 、 制 御 信 号 Cと 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f と を 受 け 取 る 。 非 予 測 対

応 加 算 部 ４ １ ３ は 、 補 正 復 号 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の 整 数 （ ま た は

正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷

が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、 (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合 に は 、 さ ら に 復 号 補 正 ベ

ク ト ル ^U f も 受 け 取 る 。 そ し て 、 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ は 、 復 号 補 正 ベ ク ト ル ^U f と 復 号

差 分 ベ ク ト ル ^S f と 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Yと を 加 算 し て 得 ら れ る 復 号 非 予 測 対 応 LSPパ

ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Φ f =^U f +Y+^S f を 生 成 し て （ ｓ ４ １ ３ ） 出 力 す る 。 な お 、 図 １ ０ で は 、

２ つ の 加 算 部 ４ １ ３ ａ 及 び ４ １ ３ ｂ を 用 い て 、 ま ず 、 加 算 部 ４ １ ３ ａ に お い て 復 号 補 正 ベ

ク ト ル ^U f に 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f を 加 算 し た 後 、 加 算 部 ４ １ ３ ｂ に お い て 記 憶 部 ４ １ ３ ｃ

に 記 憶 さ れ た 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Yを 加 算 し て い る が 、 こ れ ら の 加 算 の 順 序 は 逆 で あ

っ て も よ い 。 あ る い は 、 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Yと 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f を 加 算 し た ベ ク

ト ル を 、 復 号 補 正 ベ ク ト ル ^U f に 加 算 す る こ と で 復 号 非 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^

Φ f を 生 成 し て も よ い 。 　

【 ０ １ ５ １ 】

　 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ は 、 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ４ １ １ が 補 正 復 号 処 理 を 実 行 し な い こ

と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 ０ を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山

谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き く な い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以

外 の 場 合 に は 、 復 号 補 正 ベ ク ト ル ^U f を 受 け 取 ら な い 。 そ し て 、 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３

は 、 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f と 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Yと を 加 算 し て 得 ら れ る 復 号 非 予 測 対

応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Φ f =Y+^S f を 生 成 し て （ ｓ ４ １ ３ ） 出 力 す る 。

【 ０ １ ５ ２ 】

＜ 非 予 測 対 応 線 形 予 測 係 数 計 算 部 ４ １ ４ ＞

　 非 予 測 対 応 線 形 予 測 係 数 計 算 部 ４ １ ４ は 、 復 号 非 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Φ f =

(^φ f [1],^φ f [2],… ,^φ f [p])を 受 け 取 り 、 復 号 非 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Φ f =

(^φ f [1],^φ f [2],… ,^φ f [p])を 復 号 非 予 測 対 応 線 形 予 測 係 数 ^b f [1],^b f [2],… ,^b f [p]

に 変 換 し て （ ｓ ４ １ ４ ） 出 力 す る 。

【 ０ １ ５ ３ 】

＜ 第 二 実 施 形 態 の 効 果 ＞
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　 第 二 実 施 形 態 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 大 き い 場 合 に は 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Yと

復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f に 補 正 LSP符 号 D f を 復 号 し て 得 ら れ る 復 号 補 正 ベ ク ト ル ^U f を 加 え た

も の を 復 号 非 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Φ f と す る 構 成 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 に

よ り 、 第 一 実 施 形 態 と 同 様 の 、 全 体 と し て 符 号 量 の 増 大 を 抑 え つ つ 、 ス ペ ク ト ル の 山 谷 が

大 き い フ レ ー ム に つ い て も 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 を 精 度 良 く 符 号 化 及 び 復 号 す る

効 果 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ １ ５ ４ 】

　 な お 、 例 え ば 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 の ビ ッ ト 長 は 、 2bitで あ り 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ３ １

３ に は 、 4種 類 の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 （ 「 00」 「 01」 「 10」 「 11」 ） に 対 応 す る 4種 類 の 候 補

補 正 ベ ク ト ル が 格 納 さ れ て い る 。

【 ０ １ ５ ５ 】

＜ 第 二 実 施 形 態 の 変 形 例 １ ＞

　 第 一 実 施 形 態 の 変 形 例 １ と 同 様 の 変 形 が 可 能 で あ る 。

【 ０ １ ５ ６ 】

　 LSP符 号 C f ま た は LSP符 号 C f に 対 応 す る 符 号 を 第 一 符 号 と も い い 、 予 測 対 応 符 号 化 部 を 第

一 符 号 化 部 と も い う 。 同 様 に 、 補 正 LSP符 号 D f ま た は 補 正 LSP符 号 D f に 対 応 す る 符 号 を 第 二

符 号 と も い い 、 非 予 測 対 応 符 号 化 部 の う ち の 非 予 測 対 応 減 算 部 と 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 と

に よ る 処 理 部 を 第 二 符 号 化 部 と も い い 、 非 予 測 対 応 符 号 化 部 の う ち の 予 測 対 応 加 算 部 と 指

標 計 算 部 と に よ る 処 理 部 を 指 標 計 算 部 と も い う 。 ま た 、 復 号 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク

ト ル ^Θ f ま た は 復 号 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Θ f に 対 応 す る ベ ク ト ル を 第 一 復 号

ベ ク ト ル と も い い 、 予 測 対 応 復 号 部 を 第 一 復 号 部 と も い う 。 ま た 、 復 号 非 予 測 対 応 LSPパ

ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Φ f ま た は 復 号 非 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Φ f に 対 応 す る ベ ク

ト ル を 第 二 復 号 ベ ク ト ル と も い い 、 非 予 測 対 応 復 号 部 の う ち の 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 と 非 予

測 対 応 加 算 部 と に よ る 処 理 部 を 第 二 復 号 部 と も い う 。

【 ０ １ ５ ７ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 「 過 去 の フ レ ー ム 」 と し て １ フ レ ー ム 分 の み を 利 用 し て い る が 、 必 要

に 応 じ て 適 宜 、 ２ フ レ ー ム 分 以 上 を 利 用 し て も よ い 。

【 ０ １ ５ ８ 】

＜ 第 三 実 施 形 態 ＞

　 第 二 実 施 形 態 と 異 な る 部 分 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ １ ５ ９ 】

　 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 に 格 納 さ れ て い る 候 補 補 正 ベ ク ト ル の 数 が 多 い こ と は 、 そ の 分 高 い

近 似 精 度 で 符 号 化 を 行 え る こ と を 意 味 す る 。 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 LSP符 号 の 伝 送 誤

り に 起 因 す る 復 号 精 度 の 低 下 の 影 響 が 大 き い ほ ど 、 よ り 高 い 精 度 の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 を

用 い て 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 及 び 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 を 実 行 す る 。

【 ０ １ ６ ０ 】

＜ 第 三 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ５ ０ ０ ＞

　 図 １ ３ は 第 三 実 施 形 態 の 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ５ ０ ０ の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 を 、 図 ８ は そ

の 処 理 フ ロ ー の 例 を 示 す 。

【 ０ １ ６ １ 】

　 第 三 実 施 形 態 の 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ５ ０ ０ は 、 非 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ １ ０ に 代 え て

、 非 予 測 対 応 符 号 化 部 ５ １ ０ を 含 む 。 第 二 実 施 形 態 の 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ と 同

様 に 、 音 響 信 号 X f に 由 来 す る LSPパ ラ メ ー タ θ が 別 の 装 置 に よ り 生 成 さ れ て お り 、 線 形 予

測 係 数 符 号 化 装 置 ５ ０ ０ の 入 力 が LSPパ ラ メ ー タ θ f [1],θ f [2],… ,θ f [p]で あ る 場 合 に は

、 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ５ ０ ０ は 、 線 形 予 測 分 析 部 ３ ０ １ と LSP計 算 部 ３ ０ ２ と を 含 ま

な く て よ い 。

【 ０ １ ６ ２ 】

　 非 予 測 対 応 符 号 化 部 ５ １ ０ は 、 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ と 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ５ １ ２

と 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ５ １ ３ Ａ 及 び ５ １ ３ Ｂ と 予 測 対 応 加 算 部 ３ １ ４ と 指 標 計 算 部 ３ １ ５

と を 含 む 。

10

20

30

40

50



(25) JP  6668532  B2  2020.3.18

【 ０ １ ６ ３ 】

　 第 三 実 施 形 態 の 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ５ ０ ０ は 、 複 数 の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 を 備 え 、

補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ５ １ ２ で は 、 指 標 計 算 部 ５ １ ５ で 計 算 さ れ た 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は

Ｑ ＇ に 応 じ て い ず れ か １ つ の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ５ １ ３ Ａ 及 び ５ １ ３ Ｂ を 選 択 し て 符 号 化

を 行 う 点 が 第 二 実 施 形 態 と 異 な る 。

【 ０ １ ６ ４ 】

　 以 下 で は 、 二 種 類 の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ５ １ ３ Ａ 及 び ５ １ ３ Ｂ を 有 す る 場 合 を 例 に 説 明

す る 。

【 ０ １ ６ ５ 】

　 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ５ １ ３ Ａ 及 び ５ １ ３ Ｂ は 、 格 納 さ れ て い る 候 補 補 正 ベ ク ト ル の 総 数

が 異 な る 。 候 補 補 正 ベ ク ト ル の 総 数 が 多 い こ と は 、 対 応 す る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 の ビ ッ ト 数

が 大 き い こ と を 意 味 す る 。 逆 に 言 え ば 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 の ビ ッ ト 数 を 大 き く す れ ば 、 よ

り 多 く の 候 補 補 正 ベ ク ト ル を 用 意 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 の ビ ッ ト

数 を Ａ と す る と 最 大 ２
Ａ

個 の 候 補 補 正 ベ ク ト ル を 用 意 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ６ ６ 】

　 以 下 で は 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ５ １ ３ Ａ の 方 が 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ５ １ ３ Ｂ よ り も 格

納 さ れ て い る 候 補 補 正 ベ ク ト ル の 総 数 が 多 い も の と し て 説 明 を 行 う 。 言 い 換 え れ ば 、 補 正

ベ ク ト ル 符 号 帳 ５ １ ３ Ａ に 記 憶 さ れ て い る 符 号 の 符 号 長 （ 平 均 符 号 長 ） の 方 が 、 補 正 ベ ク

ト ル 符 号 帳 ５ １ ３ Ｂ に 記 憶 さ れ て い る 符 号 の 符 号 長 （ 平 均 符 号 長 ） よ り も 大 き い 。 例 え ば

、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ５ １ ３ Ａ に は 符 号 長 が Ａ ビ ッ ト の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 と 候 補 補 正 ベ ク

ト ル と の 組 が ２
Ａ

個 格 納 さ れ て お り 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ５ １ ３ Ｂ に は 符 号 長 が Ｂ ビ ッ ト

（ Ｂ ＜ Ａ ） の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 と 候 補 補 正 ベ ク ト ル と の 組 が ２
Ｂ

個 （ ２
Ｂ

＜ ２
Ａ

） 格 納 さ

れ て い る 。

【 ０ １ ６ ７ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 一 実 施 形 態 の 変 形 例 ２ で 説 明 し た よ う に 、 指 標 計 算 部 は 、 制

御 信 号 Cに 代 え て 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は 指 標 Ｑ ＇ を 出 力 し 、 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は 指 標 Ｑ

＇ の 大 き さ に 応 じ て 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 及 び 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 で そ れ ぞ れ ど の よ う

な 符 号 化 及 び 復 号 を 行 う か を 判 断 す る 。 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ は 、 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た

は 指 標 Ｑ ＇ の 大 き さ に 応 じ て 、 減 算 処 理 を 行 う か 否 か を 判 断 す る 。 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １

３ は 、 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は 指 標 Ｑ ＇ の 大 き さ に 応 じ て 、 ど の よ う な 加 算 処 理 を 行 う か を

判 断 す る 。 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ 及 び 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ に お け る 判 断 は 、 上 記 の

指 標 計 算 部 ３ １ ５ 及 び 指 標 計 算 部 ４ １ ５ に お い て 説 明 し た の と 同 じ 判 断 で あ る 。

【 ０ １ ６ ８ 】

　 た だ し 、 第 二 実 施 形 態 の よ う に 、 指 標 計 算 部 が 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 及 び 補 正 ベ ク ト

ル 復 号 部 で そ れ ぞ れ ど の よ う な 符 号 化 及 び 復 号 を 行 う か の 判 断 と 、 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １

１ が 減 算 を 行 う か 否 か の 判 断 と 、 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ で ど の よ う な 加 算 処 理 を 行 う か

の 判 断 と 、 を 行 い 、 そ の 判 断 結 果 に 対 応 す る 制 御 信 号 Cを 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ １ ６ ９ 】

＜ 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ５ １ ２ ＞

　 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ５ １ ２ は 、 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は 指 標 Ｑ ＇ と 補 正 ベ ク ト ル U f と を

受 け 取 る 。 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ５ １ ２ は 、 (A-2)指 標 Ｑ が 大 き い ほ ど 、 お よ び ／ ま た は

、 (B-2)指 標 Ｑ ＇ が 小 さ い ほ ど 、 ビ ッ ト 数 の 多 い （ 符 号 長 が 大 き い ） 補 正 LSP符 号 D f を 得 て

（ ｓ ５ １ ２ ） 出 力 す る 。 例 え ば 、 所 定 の 閾 値 Th2、 お よ び ／ ま た は 、 所 定 の 閾 値 Th2'を 用

い て 、 以 下 の よ う に 符 号 化 を 行 う 。 な お 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ５ １ ２ が 符 号 化 処 理 を 実

行 す る の は 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の

閾 値 Th1'以 下 で あ る 場 合 で あ る の で 、 Th2は Th1よ り も 大 き な 値 で あ り 、 Th2'は Th1'よ り も

小 さ な 値 で あ る 。

【 ０ １ ７ ０ 】

　 (A-5)指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th2以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 (B-5)指 標 Ｑ ＇ が 所 定

の 閾 値 Th2＇ 以 下 で あ る 場 合 、 補 正 LSP符 号 D f の ビ ッ ト 数 と し て 正 の 整 数 で あ る Ａ が 設 定 さ
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れ る も の と し 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ５ １ ２ は 、 ビ ッ ト 数 （ 符 号 長 ） Ａ の 補 正 ベ ク ト ル 符

号 と 候 補 補 正 ベ ク ト ル と の 組 を ２
Ａ

個 記 憶 し て い る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ５ １ ３ Ａ を 参 照 し

て 、 補 正 ベ ク ト ル U f を 符 号 化 し て 補 正 LSP符 号 D f を 得 て （ ｓ ５ １ ２ ） 出 力 す る 。

【 ０ １ ７ １ 】

　 (A-6)指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th2よ り 小 さ く 、 か つ 、 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ

び ／ ま た は 、 (B-6)指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th2＇ よ り 大 き く 、 か つ 、 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値

Th1＇ 以 下 で あ る 場 合 、 補 正 LSP符 号 D f の ビ ッ ト 数 と し て ビ ッ ト 数 Ａ 未 満 の 正 の 整 数 で あ る

Ｂ が 設 定 さ れ る も の と し 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ５ １ ２ は 、 ビ ッ ト 数 （ 符 号 長 ） Ｂ の 補 正

ベ ク ト ル 符 号 と 候 補 補 正 ベ ク ト ル と の 組 を ２
Ｂ

個 記 憶 し て い る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ５ １ ３

Ｂ を 参 照 し て 、 補 正 ベ ク ト ル U f を 符 号 化 し て 補 正 LSP符 号 D f を 得 て （ ｓ ５ １ ２ ） 出 力 す る

。

【 ０ １ ７ ２ 】

　 (C-6)そ れ 以 外 の 場 合 、 補 正 LSP符 号 D f の ビ ッ ト 数 と し て ０ が 設 定 さ れ る も の と し 、 補 正

ベ ク ト ル 符 号 化 部 ５ １ ２ は 、 補 正 ベ ク ト ル U f を 符 号 化 せ ず 、 補 正 LSP符 号 D f を 得 ず 出 力 し

な い 。

【 ０ １ ７ ３ 】

　 よ っ て 、 第 三 実 施 形 態 の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ５ １ ２ は 、 指 標 計 算 部 ３ １ ５ で 計 算 さ れ

た 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1よ り 大 き い 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇

よ り 小 さ い 場 合 、 に 実 行 さ れ る 。

【 ０ １ ７ ４ 】

＜ 第 三 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 復 号 装 置 ６ ０ ０ ＞

　 図 １ ４ は 第 三 実 施 形 態 に 係 る 線 形 予 測 係 数 復 号 装 置 ６ ０ ０ の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 を 、 図 １ １

は そ の 処 理 フ ロ ー の 例 を 示 す 。

【 ０ １ ７ ５ 】

　 第 三 実 施 形 態 の 線 形 予 測 係 数 復 号 装 置 ６ ０ ０ は 、 非 予 測 対 応 復 号 部 ４ １ ０ に 代 え て 、 非

予 測 対 応 復 号 部 ６ １ ０ を 含 む 。

【 ０ １ ７ ６ 】

　 非 予 測 対 応 復 号 部 ６ １ ０ は 、 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ と 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ６ １ １ と 補

正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ６ １ ２ Ａ 及 び ６ １ ２ Ｂ と 指 標 計 算 部 ４ １ ５ と を 含 み 、 必 要 に 応 じ て 復 号

非 予 測 対 応 線 形 予 測 係 数 計 算 部 ４ １ ４ も 含 む 。

【 ０ １ ７ ７ 】

　 第 三 実 施 形 態 の 線 形 予 測 係 数 復 号 装 置 ６ ０ ０ は 、 複 数 の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 を 備 え 、 補

正 ベ ク ト ル 復 号 部 ６ １ １ で は 、 指 標 計 算 部 ４ １ ５ で 計 算 さ れ た 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は Ｑ ＇

に 応 じ て い ず れ か １ つ の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 を 選 択 し て 復 号 を 行 う 点 が 第 二 実 施 形 態 の 線

形 予 測 係 数 復 号 装 置 ４ ０ ０ と 異 な る 。

【 ０ １ ７ ８ 】

　 以 下 で は 、 二 種 類 の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ６ １ ２ Ａ 及 び ６ １ ２ Ｂ を 有 す る 場 合 を 例 に 説 明

す る 。

【 ０ １ ７ ９ 】

　 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ６ １ ２ Ａ 及 び ６ １ ２ Ｂ は 、 そ れ ぞ れ 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ５ ０ ０

の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ５ １ ３ Ａ 及 び ５ １ ３ Ｂ と 共 通 の 内 容 を 記 憶 し て い る 。 つ ま り 、 補 正

ベ ク ト ル 符 号 帳 ６ １ ２ Ａ 及 び ６ １ ２ Ｂ に は 、 各 候 補 補 正 ベ ク ト ル と そ の 各 候 補 補 正 ベ ク ト

ル に 対 応 す る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 と が 記 憶 さ れ て お り 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ６ １ ２ Ａ に 記 憶

さ れ て い る 符 号 の 符 号 長 （ 平 均 符 号 長 ） の 方 が 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ６ １ ２ Ｂ に 記 憶 さ れ

て い る 符 号 の 符 号 長 （ 平 均 符 号 長 ） よ り も 大 き い 。 例 え ば 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ６ １ ２ Ａ

に は 符 号 長 が Ａ ビ ッ ト の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 と 候 補 補 正 ベ ク ト ル と の 組 が ２
Ａ

個 格 納 さ れ て

お り 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ６ １ ２ Ｂ に は 符 号 長 が Ｂ ビ ッ ト （ Ｂ ＜ Ａ ） の 補 正 ベ ク ト ル 符 号

と 候 補 補 正 ベ ク ト ル と の 組 が ２
Ｂ

個 （ ２
Ｂ

＜ ２
Ａ

） 格 納 さ れ て い る 。

【 ０ １ ８ ０ 】

＜ 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ６ １ １ ＞
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　 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ６ １ １ は 、 指 標 Ｑ お よ び ／ ま た は 指 標 Ｑ ＇ と 補 正 LSP符 号 D f と を 受

け 取 る 。 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ６ １ １ は 、 (A-2)指 標 Ｑ が 大 き い ほ ど 、 お よ び ／ ま た は 、 (B-

2)指 標 Ｑ ＇ が 小 さ い ほ ど 、 多 く の ビ ッ ト 数 を 有 す る 補 正 LSP符 号 D f を 復 号 し て 、 多 く の 候

補 補 正 ベ ク ト ル か ら 復 号 補 正 ベ ク ト ル ^U f を 得 る （ ｓ ６ １ １ ） 。 例 え ば 、 所 定 の 閾 値 Th2、

お よ び ／ ま た は 、 Th2'を 用 い て 、 以 下 の よ う に 復 号 を 行 う 。 な お 、 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ６

１ １ が 復 号 処 理 を 実 行 す る の は 指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は

、 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1'以 下 で あ る 場 合 で あ る の で 、 Th2は Th1よ り も 大 き な 値 で あ り

、 Th2'は Th1'よ り も 小 さ な 値 で あ る 。

【 ０ １ ８ １ 】

　 (A-5)指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th2以 上 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 (B-5)指 標 Ｑ ＇ が 所 定

の 閾 値 Th2＇ 以 下 で あ る 場 合 、 補 正 LSP符 号 D f の ビ ッ ト 数 と し て 正 の 整 数 で あ る Ａ が 設 定 さ

れ る も の と し 、 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ６ １ １ は 、 ビ ッ ト 数 （ 符 号 長 ） Ａ の 補 正 ベ ク ト ル 符 号

と 候 補 補 正 ベ ク ト ル と の 組 を ２
Ａ

個 記 憶 し て い る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ６ １ ２ Ａ を 参 照 し て

、 補 正 LSP符 号 D f と 一 致 す る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 に 対 応 す る 候 補 補 正 ベ ク ト ル を 復 号 補 正 ベ

ク ト ル ^U f と し て 得 て （ ｓ ６ １ １ ） 出 力 す る 。

【 ０ １ ８ ２ 】

　 (A-6)指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th2よ り 小 さ く 、 か つ 、 所 定 の 閾 値 Th1以 上 で あ る 場 合 、 お よ

び ／ ま た は 、 (B-6)指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th2＇ よ り 大 き く 、 か つ 、 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値

Th1＇ 以 下 で あ る 場 合 、 補 正 LSP符 号 D f の ビ ッ ト 数 と し て ビ ッ ト 数 Ａ 未 満 の 正 の 整 数 で あ る

Ｂ が 設 定 さ れ る も の と し 、 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ６ １ １ は 、 ビ ッ ト 数 （ 符 号 長 ） Ｂ の 補 正 ベ

ク ト ル 符 号 と 候 補 補 正 ベ ク ト ル と の 組 を ２
Ｂ

個 記 憶 し て い る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ６ １ ２ Ｂ

を 参 照 し て 、 補 正 LSP符 号 D f と 一 致 す る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 に 対 応 す る 候 補 補 正 ベ ク ト ル を

復 号 補 正 ベ ク ト ル ^U f と し て 得 て （ ｓ ６ １ １ ） 出 力 す る 。

【 ０ １ ８ ３ 】

　 (C-6)そ れ 以 外 の 場 合 、 補 正 LSP符 号 D f の ビ ッ ト 数 と し て ０ が 設 定 さ れ る も の と し 、 補 正

ベ ク ト ル 復 号 部 ６ １ １ は 、 補 正 LSP符 号 D f を 復 号 せ ず 、 復 号 補 正 ベ ク ト ル ^U f を 生 成 し な い

。

【 ０ １ ８ ４ 】

　 よ っ て 、 第 三 実 施 形 態 の 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ６ １ １ は 、 指 標 計 算 部 ４ １ ５ で 計 算 さ れ た

指 標 Ｑ が 所 定 の 閾 値 Th1よ り 大 き い 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 指 標 Ｑ ＇ が 所 定 の 閾 値 Th1＇ よ

り 小 さ い 場 合 、 に 実 行 さ れ る 。

【 ０ １ ８ ５ 】

＜ 第 三 実 施 形 態 の 効 果 ＞

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 第 二 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ス ペ

ク ト ル の 変 動 の 大 き さ に 応 じ て 、 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 の 符 号 化 の 精 度 を 変 更 す

る こ と で 、 全 体 と し て 符 号 量 の 増 大 を 抑 え つ つ 、 よ り 精 度 の 高 い 符 号 化 及 び 復 号 処 理 を 行

う こ と が で き る 。

【 ０ １ ８ ６ 】

＜ 第 三 実 施 形 態 の 変 形 例 １ ＞

　 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 の 個 数 は 、 必 ず し も ２ 個 で な く て も よ く 、 ３ 個 以 上 で あ っ て も よ い

。 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 毎 に 異 な る ビ ッ ト 数 （ 符 号 長 ） の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 が 記 憶 さ れ て お

り 、 そ の 補 正 ベ ク ト ル 符 号 に 対 応 す る 補 正 ベ ク ト ル が 記 憶 さ れ て い る 。 補 正 ベ ク ト ル 符 号

帳 の 個 数 に 応 じ て 、 閾 値 を 設 定 す れ ば よ い 。 指 標 Ｑ に 対 す る 閾 値 は 、 閾 値 の 値 が 大 き く な

る ほ ど 、 そ の 閾 値 以 上 の 場 合 に 用 い ら れ る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 に 記 憶 さ れ る 補 正 ベ ク ト ル

符 号 の ビ ッ ト 数 が 大 き く な る よ う に 設 定 す れ ば よ い 。 同 様 に 、 指 標 Ｑ ＇ に 対 す る 閾 値 は 、

閾 値 の 値 が 小 さ く な る ほ ど 、 そ の 閾 値 以 下 の 場 合 に 用 い ら れ る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 に 記 憶

さ れ る 補 正 ベ ク ト ル 符 号 の ビ ッ ト 数 が 大 き く な る よ う に 設 定 す れ ば よ い 。 こ の よ う な 構 成

と す る こ と で 、 全 体 と し て 符 号 量 の 増 大 を 抑 え つ つ 、 よ り 精 度 の 高 い 符 号 化 及 び 復 号 処 理

を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ １ ８ ７ 】
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＜ 全 実 施 形 態 の 変 形 例 １ ＞

　 以 上 の 第 一 ～ 第 三 実 施 形 態 に お い て 、 図 ３ の 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ と 加 算 部 １ ０ ９ 、 図 ７

、 図 １ ３ の 非 予 測 対 応 符 号 化 部 ３ １ ０ 、 ５ １ ０ で 行 わ れ る 処 理 （ 非 予 測 対 応 符 号 化 処 理 ）

、 を 実 行 す る 対 象 を 、 予 測 次 数 ｐ 未 満 の 所 定 の 次 数 T L 以 下 の LSPパ ラ メ ー タ （ 低 次 の LSPパ

ラ メ ー タ ） の み と し て も よ く 、 復 号 側 で も こ れ ら に 対 応 す る 処 理 を 行 っ て も よ い 。

【 ０ １ ８ ８ 】

　 ま ず 、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 １ ０ ０ と 復 号 装 置 ２ ０ ０ に 対 す る 変 形 に つ い て 説 明 す

る 。

【 ０ １ ８ ９ 】

＜ 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ ＞

　 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ は 、 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の 整 数

（ ま た は 正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包

絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)

の 場 合 に 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 ６ ３ の 量 子 化 誤 差 の う ち の 低 次 の 量 子 化 誤 差 、 す な わ ち 、 入 力

さ れ た LSPパ ラ メ ー タ θ f [1],θ f [2],… ,θ f [p]の う ち の T L 次 以 下 の LSPパ ラ メ ー タ で あ る

低 次 LSPパ ラ メ ー タ θ f [1],θ f [2],… ,θ f [T L ]と 、 入 力 さ れ た 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1

],^θ f [2],… ,^θ f [p]の う ち の T L 次 以 下 の 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ で あ る 低 次 量 子 化 LSPパ ラ

メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [T L ]と の 各 次 の 差 分 で あ る θ f [1]-^θ f [1],θ f [2]-^θ f [

2],… ,θ f [T L ]-^θ f [T L ]を 符 号 化 し て 補 正 LSP符 号 CL2 f を 得 て 出 力 す る 。 ま た 、 補 正 符 号

化 部 １ ０ ８ は 、 補 正 LSP符 号 CL2 f に 対 応 す る 低 次 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ diff f [1],

^θ diff f [2],… ,^θ diff f [T L ]を 得 て 出 力 す る 。

【 ０ １ ９ ０ 】

　 補 正 符 号 化 部 １ ０ ８ は 、 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 ０ を 制

御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き く な

い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に 、 θ f [1]-^θ f [1]

,θ f [2]-^θ f [2],… ,θ f [T L ]-^θ f [T L ]の 符 号 化 を 行 わ ず 、 補 正 LSP符 号 CL2 f 、 低 次 量 子 化

LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ diff f [1],^θ diff f [2],… ,^θ diff f [T L ]を 出 力 し な い 。

【 ０ １ ９ １ 】

＜ 加 算 部 １ ０ ９ ＞

　 加 算 部 １ ０ ９ は 、 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の 整 数 （ ま た

は 正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山

谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合

に 、 T L 次 以 下 の 各 次 に つ い て は 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [T L ]と 量 子

化 LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ diff f [1],^θ diff f [2],… ,^θ diff f [T L ]と を 加 算 し て 得 ら れ る

^θ f [1]+^θ diff f [1],^θ f [2]+^θ diff f [2],… ,^θ f [T L ]+^θ diff f [T L ]を 係 数 変 換 部 ６ ４

で 用 い る 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [T L ]と し 、 p次 以 下 の T L 次 を 超 え

る 各 次 に つ い て は 受 け 取 っ た 量 子 化 LSPパ ラ メ ー タ を そ の ま ま 係 数 変 換 部 ６ ４ で 用 い る 量

子 化 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [T L +1],^θ f [T L +2],… ,^θ f [p]と し て 出 力 す る 。

【 ０ １ ９ ２ 】

　 加 算 部 １ ０ ９ は 、 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 ０ を 制 御 信 号 C

と し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き く な い 場 合 、

す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に 、 受 け 取 っ た 量 子 化 LSPパ

ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]を そ の ま ま 係 数 変 換 部 ６ ４ に 出 力 す る 。

【 ０ １ ９ ３ 】

＜ 補 正 復 号 部 ２ ０ ６ ＞

　 補 正 復 号 部 ２ ０ ６ は 、 補 正 LSP符 号 CL2 f を 受 け 取 り 、 補 正 LSP符 号 CL2 f を 復 号 し て 復 号 低

次 LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ diff f [1],^θ diff f [2],… ,^θ diff f [T L ]を 得 て 出 力 す る 。

【 ０ １ ９ ４ 】

＜ 加 算 部 ２ ０ ７ ＞

　 加 算 部 ２ ０ ７ は 、 補 正 復 号 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の 整 数 （ ま た は
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正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f

[1],^θ f [2],… ,^θ f [p]に よ り 求 ま る ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合

、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合 に は 、 T L 次 以 下 の 各 次 に つ い て

は 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [T L ]と 復 号 LSPパ ラ メ ー タ 差 分 値 ^θ diff f [

1],^θ diff f [2],… ,^θ diff f [T L ]と を 加 算 し て 得 ら れ る ^θ f [1]+^θ diff f [1],^θ f [2]+^

θ diff f [2],… ,^θ f [T L ]+^θ diff f [T L ]を 係 数 変 換 部 ７ ３ で 用 い る 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f

[1],^θ f [2],… ,^θ f [T L ]と し 、 p次 以 下 の T L 次 を 超 え る 各 次 に つ い て は 受 け 取 っ た 復 号 LS

Pパ ラ メ ー タ ^θ f [T L +1],^θ f [T L +2],… ,^θ f [p]を そ の ま ま 係 数 変 換 部 ７ ３ に 出 力 す る 。

【 ０ １ ９ ５ 】

　 加 算 部 ２ ０ ７ は 、 補 正 復 号 処 理 を 実 行 し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 ０ を 制 御 信 号 Cと

し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^θ f [p]に よ り 求 ま

る ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き く な い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)

お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に 、 受 け 取 っ た 復 号 LSPパ ラ メ ー タ ^θ f [1],^θ f [2],… ,^

θ f [p]を そ の ま ま 係 数 変 換 部 ７ ３ に 出 力 す る 。

【 ０ １ ９ ６ 】

　 次 に 、 第 二 実 施 形 態 と 第 三 実 施 形 態 の 線 形 予 測 係 数 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ 、 ５ ０ ０ と 線 形 予

測 係 数 復 号 装 置 ４ ０ ０ 、 ６ ０ ０ に 対 す る 変 形 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ １ ９ ７ 】

＜ 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ ＞

　 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ は 、 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の

整 数 （ ま た は 正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト

ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (

B-1)の 場 合 に 、 入 力 さ れ た LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f =(θ f [1],θ f [2],… ,θ f [p])
T
の う

ち の T L 次 以 下 の LSPパ ラ メ ー タ か ら な る 低 次 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ ＇ f =(θ f [1],θ f [2]

,… ,θ f [T L ])
T
か ら 、 記 憶 部 ３ １ １ ｃ に 記 憶 さ れ た 非 予 測 対 応 低 次 平 均 ベ ク ト ル Y＇ =(y[1]

,y[2],… ,y[T L ])
T
と 、 入 力 さ れ た 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f =(^s f [1],^s f [2],… ,^s f [p])

T
の

う ち の T L 次 以 下 の 要 素 か ら な る 低 次 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S＇ f =(^s f [1],^s f [2],… ,^s f [T L

])
T
と 、 を 減 算 し た ベ ク ト ル で あ る 低 次 補 正 ベ ク ト ル U＇ f =Θ ＇ f -Y＇ -^S＇ f を 生 成 し て 出

力 す る 。 す な わ ち 、 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ は 、 補 正 ベ ク ト ル U f の 要 素 の 一 部 か ら な る ベ

ク ト ル で あ る 低 次 補 正 ベ ク ト ル U＇ f を 生 成 し て 出 力 す る 。

【 ０ １ ９ ８ 】

　 こ こ で 、 非 予 測 対 応 低 次 平 均 ベ ク ト ル Y'=(y[1],y[2],… ,y[T L ])
T
は 、 予 め 定 め た ベ ク ト

ル で あ り 、 復 号 装 置 で 用 い る 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Y=(y[1],y[2],… ,y[p])
T
の う ち の T L

次 以 下 の 要 素 か ら な る ベ ク ト ル で あ る 。

【 ０ １ ９ ９ 】

　 な お 、 Ｌ Ｓ Ｐ 計 算 部 ３ ０ ２ か ら LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ f の う ち の T L 次 以 下 の LSPパ ラ

メ ー タ か ら な る 低 次 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル Θ ＇ f を 出 力 し て 、 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ に

入 力 し て も よ い 。 ま た 、 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ ０ ４ か ら 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S f の う ち の T L

次 以 下 の 要 素 か ら な る 低 次 量 子 化 差 分 ベ ク ト ル ^S＇ f を 出 力 し て 、 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １

１ に 入 力 し て も よ い 。

【 ０ ２ ０ ０ 】

　 非 予 測 対 応 減 算 部 ３ １ １ は 、 補 正 符 号 化 処 理 を 実 行 し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 ０

を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き

く な い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に は 、 低 次 補 正

ベ ク ト ル U＇ f を 生 成 し な い で よ い 。

【 ０ ２ ０ １ 】

＜ 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ １ ２ ， ５ １ ２ ＞

　 補 正 ベ ク ト ル 符 号 化 部 ３ １ ２ 及 び ５ １ ２ は 、 補 正 ベ ク ト ル U f の 要 素 の 一 部 か ら な る ベ ク

ト ル で あ る 低 次 補 正 ベ ク ト ル U＇ f を 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ３ １ ３ 、 ５ １ ３ Ａ 、 ５ １ ３ Ｂ を 参

照 し て 符 号 化 し て 補 正 LSP符 号 D f を 得 て 出 力 す る 。 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ３ １ ３ 、 ５ １ ３ Ａ
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、 ５ １ ３ Ｂ に 記 憶 し て お く 各 候 補 補 正 ベ ク ト ル は T L 次 の ベ ク ト ル と し て お け ば よ い 。

【 ０ ２ ０ ２ 】

＜ 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ４ １ １ 、 ６ １ １ ＞

　 補 正 ベ ク ト ル 復 号 部 ４ １ １ 、 ６ １ １ は 、 補 正 LSP符 号 D f を 受 け 取 り 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号

帳 ４ １ ２ 、 ６ １ ２ Ａ 、 ６ １ ２ Ｂ を 参 照 し て 、 補 正 LSP符 号 D f を 復 号 し て 復 号 低 次 補 正 ベ ク

ト ル ^U＇ f を 得 て 出 力 す る 。 復 号 低 次 補 正 ベ ク ト ル ^U＇ f ＝ (u f [1],u f [2],… ,u f [T L ])
T
は T L

次 の ベ ク ト ル で あ る 。 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ４ １ ２ 、 ６ １ ２ Ａ 、 ６ １ ２ Ｂ に 記 憶 し て お く 各

候 補 補 正 ベ ク ト ル は 、 補 正 ベ ク ト ル 符 号 帳 ３ １ ３ 、 ５ １ ３ Ａ 、 ５ １ ３ Ｂ と 同 様 に 、 T L 次 の

ベ ク ト ル と し て お け ば よ い 。

【 ０ ２ ０ ３ 】

＜ 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ ＞

　 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ は 、 制 御 信 号 Cと 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f =(^s f [1],^s f [2],… ,^s f

[p])
T
と を 受 け 取 る 。

【 ０ ２ ０ ４ 】

　 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ は 、 補 正 復 号 処 理 を 実 行 す る こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 正 の 整

数 （ ま た は 正 の 整 数 を 表 す 符 号 ） を 制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル

包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き い 場 合 、 (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)の 場 合 に は 、 さ ら に

復 号 低 次 補 正 ベ ク ト ル ^U＇ f も 受 け 取 る 。 そ し て 、 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ は 、 T L 次 以 下

の 各 次 に つ い て は 復 号 低 次 補 正 ベ ク ト ル ^U＇ f と 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f と 非 予 測 対 応 平 均 ベ

ク ト ル Yの 要 素 を 加 算 し 、 p次 以 下 の T L 次 を 超 え る 各 次 に つ い て は 復 号 差 分 ベ ク ト ル ^S f と

非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Yの 要 素 を 加 算 し て 得 ら れ る 復 号 非 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト

ル ^Φ f を 生 成 し て 出 力 す る 。 す な わ ち 、 復 号 非 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ ク ト ル ^Φ f は 、 ^

Φ f =(u f [1]+y[1]+^s f [1],u f [2]+y[2]+^s f [2],… ,u f [T L ]+y[T L ]+^s f [T L ],y[T L +1]+^s f [T L +

1],… ,y[p]+^s f [p])で あ る 。

【 ０ ２ ０ ５ 】

　 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ は 、 補 正 復 号 処 理 を 実 行 し な い こ と を 示 す 制 御 信 号 Cや 、 ０ を

制 御 信 号 Cと し て 受 け 取 っ た 場 合 、 要 は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 山 谷 が 所 定 の 基 準 よ り 大 き く

な い 場 合 、 す な わ ち 上 記 の 例 で は (A-1)お よ び ／ ま た は (B-1)以 外 の 場 合 に は 、 復 号 低 次 補

正 ベ ク ト ル ^U＇ f を 受 け 取 ら な い 。 そ し て 、 非 予 測 対 応 加 算 部 ４ １ ３ は 、 復 号 差 分 ベ ク ト

ル ^S f と 非 予 測 対 応 平 均 ベ ク ト ル Yと を 加 算 し て 得 ら れ る 復 号 非 予 測 対 応 LSPパ ラ メ ー タ ベ

ク ト ル ^Φ f =Y+^S f を 生 成 し て 出 力 す る 。

【 ０ ２ ０ ６ 】

　 こ れ に よ り 、 低 次 LSPパ ラ メ ー タ を 優 先 し て 符 号 化 歪 を 低 減 さ せ る こ と で 、 歪 の 増 大 を

抑 え つ つ 第 一 ～ 第 三 実 施 形 態 の 方 法 よ り も 符 号 量 の 増 大 を 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ２ ０ ７ 】

＜ 全 実 施 形 態 の 変 形 例 ２ ＞

　 第 一 ～ 第 三 実 施 形 態 で は 、 LSP計 算 部 の 入 力 を 線 形 予 測 係 数 a f [1],a f [2],… ,a f [p]と し

て い た が 、 例 え ば 、 線 形 予 測 係 数 の 各 係 数 a f [i]に γ の i乗 を 乗 じ た 係 数 の 系 列 a f [1]× γ ,

a f [2]× γ
2
,… ,a f [p]× γ

p
を LSP計 算 部 の 入 力 と し て も よ い 。

【 ０ ２ ０ ８ 】

　 ま た 、 第 一 ～ 第 三 実 施 形 態 で は 符 号 化 や 復 号 の 対 象 を LSPパ ラ メ ー タ と し て い た が 、 線

形 予 測 係 数 そ の も の や ISPパ ラ メ ー タ な ど の 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 で あ れ ば 何 れ

の 係 数 を 符 号 化 や 復 号 の 対 象 と し て も よ い 。

【 ０ ２ ０ ９ 】

＜ そ の 他 の 変 形 例 ＞

　 本 発 明 は 上 記 の 実 施 形 態 及 び 変 形 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 上 述 の 各 種 の

処 理 は 、 記 載 に 従 っ て 時 系 列 に 実 行 さ れ る の み な ら ず 、 処 理 を 実 行 す る 装 置 の 処 理 能 力 あ

る い は 必 要 に 応 じ て 並 列 的 に あ る い は 個 別 に 実 行 さ れ て も よ い 。 そ の 他 、 本 発 明 の 趣 旨 を

逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ２ １ ０ 】
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＜ プ ロ グ ラ ム 及 び 記 録 媒 体 ＞

　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 及 び 変 形 例 で 説 明 し た 各 装 置 に お け る 各 種 の 処 理 機 能 を コ ン ピ ュ

ー タ に よ っ て 実 現 し て も よ い 。 そ の 場 合 、 各 装 置 が 有 す べ き 機 能 の 処 理 内 容 は プ ロ グ ラ ム

に よ っ て 記 述 さ れ る 。 そ し て 、 こ の プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 す る こ と に よ り 、 上

記 各 装 置 に お け る 各 種 の 処 理 機 能 が コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 現 さ れ る 。

【 ０ ２ １ １ 】

　 こ の 処 理 内 容 を 記 述 し た プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録

し て お く こ と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 と し て は 、 例 え ば 、 磁 気

記 録 装 置 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 記 録 媒 体 、 半 導 体 メ モ リ 等 ど の よ う な も の で も よ い 。

【 ０ ２ １ ２ 】

　 ま た 、 こ の プ ロ グ ラ ム の 流 通 は 、 例 え ば 、 そ の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た Ｄ Ｖ Ｄ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ

Ｏ Ｍ 等 の 可 搬 型 記 録 媒 体 を 販 売 、 譲 渡 、 貸 与 等 す る こ と に よ っ て 行 う 。 さ ら に 、 こ の プ ロ

グ ラ ム を サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ の 記 憶 装 置 に 格 納 し て お き 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 サ ー バ

コ ン ピ ュ ー タ か ら 他 の コ ン ピ ュ ー タ に そ の プ ロ グ ラ ム を 転 送 す る こ と に よ り 、 こ の プ ロ グ

ラ ム を 流 通 さ せ て も よ い 。

【 ０ ２ １ ３ 】

　 こ の よ う な プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る コ ン ピ ュ ー タ は 、 例 え ば 、 ま ず 、 可 搬 型 記 録 媒 体 に 記

録 さ れ た プ ロ グ ラ ム も し く は サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら 転 送 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 、 一 旦 、 自

己 の 記 憶 部 に 格 納 す る 。 そ し て 、 処 理 の 実 行 時 、 こ の コ ン ピ ュ ー タ は 、 自 己 の 記 憶 部 に 格

納 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 読 み 取 り 、 読 み 取 っ た プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る 。 ま た 、

こ の プ ロ グ ラ ム の 別 の 実 施 形 態 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ が 可 搬 型 記 録 媒 体 か ら 直 接 プ ロ グ ラ

ム を 読 み 取 り 、 そ の プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る こ と と し て も よ い 。 さ ら に 、 こ の

コ ン ピ ュ ー タ に サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら プ ロ グ ラ ム が 転 送 さ れ る た び に 、 逐 次 、 受 け 取 っ

た プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る こ と と し て も よ い 。 ま た 、 サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら

、 こ の コ ン ピ ュ ー タ へ の プ ロ グ ラ ム の 転 送 は 行 わ ず 、 そ の 実 行 指 示 と 結 果 取 得 の み に よ っ

て 処 理 機 能 を 実 現 す る 、 い わ ゆ る Ａ Ｓ Ｐ （ Application Service Provider） 型 の サ ー ビ ス

に よ っ て 、 上 述 の 処 理 を 実 行 す る 構 成 と し て も よ い 。 な お 、 プ ロ グ ラ ム に は 、 電 子 計 算 機

に よ る 処 理 の 用 に 供 す る 情 報 で あ っ て プ ロ グ ラ ム に 準 ず る も の （ コ ン ピ ュ ー タ に 対 す る 直

接 の 指 令 で は な い が コ ン ピ ュ ー タ の 処 理 を 規 定 す る 性 質 を 有 す る デ ー タ 等 ） を 含 む も の と

す る 。

【 ０ ２ １ ４ 】

　 ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 所 定 の プ ロ グ ラ ム を 実 行 さ せ る こ と に よ り 、 各 装 置 を 構 成 す る

こ と と し た が 、 こ れ ら の 処 理 内 容 の 少 な く と も 一 部 を ハ ー ド ウ ェ ア 的 に 実 現 す る こ と と し

て も よ い 。
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